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遊
嵩
山
日
記

[

河
南
河
南
府
登
封
縣]

●
天
啓
三
年
（
一
六
二
三
）
二
月
朔
日
～
二
十
五
日
、
二
十
五
日
間
＊

徐
霞
客
三
十
八
歳

＊
日
記
本
文
が
あ
る
の
は
、
十
九
日
～
二
十
五
日
の
七
日
間
。

凡
例

・
日
の
区
切
り
ご
と
に
簡
単
な
概
要
を
付
す
。

・
■
本
文
の
部
は
、
日
ご
と
に
区
切
る
。

・
■
訳
注
の
部
は
、
日
ご
と
に
区
切
り
、
さ
ら
に
内
容
上
の
ま
と
ま
り
で
も
区
切
り
、
●
訓
訳
・
●
語
注

・
●
口
語
訳
の
順
で
記
す
。

・
本
文
は
、
褚
紹
唐
・
呉
王
寿
整
理
の
上
海
古
籍
出
版
社
本
（
一
九
八
○
年
、「
上
海
新
整
理
本
」
と
略
）

と
す
る
。

徐
霞
客
の
自
注
は
［

］
で
示
す
。

参
照
文
献
等
（
「

」
は
略
称
）

◇
訳
注
＊

・
徐
兆
奎
注
釈
『
徐
霞
客
名
山
遊
記
選
注
』
中
国
旅
遊
出
版
社
、
一
八
五
二
年
（
「
徐
名
山
注
」
）

・
朱
恵
栄
等
訳
注
『
徐
霞
客
遊
記
全
訳
』
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
（
「
朱
恵
栄
」）

・
黄
坤
『
新
譯
徐
霞
客
遊
記
』
三
民
書
局
、
二
○
○
二
年
（
「
黄
珅
」
）

・
黄
坤
選
評
『
徐
霞
客
遊
記

選
評
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
○
○
三
年
（
部
分
、
「
黄
選
評
」
）

・
朱
樹
人
選
釈
『
徐
霞
客
遊
記
』
崇
文
書
局
、
二
○
○
七
年
（
「
朱
樹
人
釈
」
）

・
朱
復
融
訳
注
『
徐
霞
客
遊
記
』
広
州
出
版
社
、
二
○
○
八
年
（
「
朱
復
融
訳
」）

・
湯
化
等
注
評
『
徐
霞
客
遊
記
』
（
歴
代
名
著
精
選
集
）
鳳
凰
出
版
社
、
二
○
○
九
年
（
「
湯
注
評
」）

◇
参
考
文
献

・
『
嵩
書
』
二
十
二
巻
、
明
傅
梅
撰
、
万
暦
四
十
年
刊
（
「
嵩
山
文
献
叢
刊
」
第
一
冊
）

・
『
説
嵩
』
三
十
二
巻
、
清
景
日
昣
撰
、
康
煕
六
十
年
刊
（
「
嵩
山
文
献
叢
刊
」
第
三
冊
）

・
『
嵩
岳
游
記
』
四
巻
、
清
席
書
錦
撰
、
光
緒
二
十
年
撰
、
民
国
八
年
刊
（
「
嵩
山
文
献
叢
刊
」
第
四
冊
）

・
『
滎
陽
縣
志
』
二
卷
、
明
鈔
本
（
「
嘉
靖
滎
陽
県
志
」）

・
『
滎
陽
縣
志
』
八
卷
、
淸
顧
天
挺
等
纂
修
、
淸
康
熙
十
七
年
（
「
康
煕
滎
陽
県
志
」
）

・
『
滎
陽
縣
志
』
十
二
巻
・
図
一
巻
、
清
李
煦
修
・
清
李
清
纂
、
乾
隆
十
二
年
（
「
乾
隆
滎
陽
県
志
」）

・
『
續
滎
陽
縣
志
』
十
二
巻
、
劉
海
芳
等
修
・
盧
以
洽
纂
、
民
國
十
三
年
（
「
続
滎
陽
県
志
」）

・
『
密
縣
志
』
十
六
卷
、
淸
景
綸
修
・
淸
謝
增
纂
、
嘉
慶
二
十
二
年
（
「
密
県
志
」）

・
『
偃
師
縣
志
』
三
十
卷
・
首
一
卷
、
淸
湯
毓
倬
修
・
淸
孫
星
衍
等
纂
、
乾
隆
五
十
一
年
（
「
偃
師
県
志
」
）

・
『
登
封
名
勝
文
物
志
』
河
南
省
登
封
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
八
五
年

・
『
中
岳
嵩
山
』
崔
炎
寿
編
著
、
黄
河
水
利
出
版
社
、
二
○
○
○
年

・
『
登
封
市
志
』
登
封
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
○
○
八
年

・
『
嵩
山
歴
史
建
築
群
』
鄭
州
市
嵩
山
歴
史
建
築
群
申
報
世
界
文
化
遺
産
委
員
会
弁
公
室
編
著
、
科
学
出



■
江陰

▲
▲

▲

嵩山
華山

武当山



嵩山エリア





少林寺

達磨洞

五乳峯

初祖庵

二祖庵

少室山頂

ｶﾝ轅関

会善寺

嵩岳塔

法王寺

嵩陽宮

嵩陽書院

嵩福宮 啓母石

二祖洞

白鶴観

峻極峯

盧巌寺

黄蓋峯

中岳廟
登 封 市 街

至洛陽

至汝州

至鄭州

至告成・石淙



黄宗店

（19 日）

（20 日）

（24 日）

（25 日）

（21 日）（22 日・23 日）

（20 日）



- 2 -

版
社
、
二
○
○
八
年

・
『
中
華
人
民
共
和
国

地
名
詞
典

河
南
省
』
商
務
印
書
館
、
一
九
九
三
年
（
「
地
名
詞
典
」
）

・
『
菩
提
達
磨
嵩
山
史
蹟
大
観
』
増
田
亀
三
郎
・
岡
田
栄
太
郎
編
、

菩
提
達
磨
嵩
山
史
蹟
大
観
刊
行
会
、

一
九
三
二
年

◇
参
考
地
図

○
徐
霞
客
遊
記
関
連
図

丁
文
江
撰
『
徐
霞
客
游
記
二
十
卷
』
付
図
、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
二
八
年
（
「
丁
本
付
図
」）

褚
紹
唐
主
編
『
徐
霞
客
旅
行
路
線
考
察
図
集
』
中
国
地
图
出
版
社
、
一
九
九
一
年
（
「
路
線
図
」）

○
外
邦
図
（
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
製
作
）

・
「
登
封
」
五
十
万
分
一
（
五
十
万
「
登
封
」
図
）

・
「
洛
陽
」
五
十
万
分
一
（
五
十
万
「
洛
陽
」
図
）

・
「
新
鄭
縣
」
北
支
那
十
万
分
一
圖
（
「
北
支
図
・
新
鄭
縣
」）
一
九
三
五
年

・
「
登
封
縣
」
北
支
那
十
万
分
一
圖
（
「
北
支
図
・
登
封
縣
」）
一
九
三
六
年

・
「
葛
哈
」
北
支
那
十
万
分
一
圖
（
「
北
支
図
・
葛
哈
」）
一
九
三
五
年

・
「
登
封
縣
」
十
万
分
一
底
図
（
「
底
図
・
登
封
縣
」
）
一
九
三
六
年

・
「
鄭
縣
」
河
南
省
十
万
分
一
圖
（
「
河
南
図
・
鄭
縣
」）
一
九
三
八
年

・
「
新
鄭
縣
」
河
南
省
十
万
分
一
圖
（
「
河
南
図
・
新
鄭
縣
」）
一
九
三
八
年

・
「
登
封
縣
」
河
南
十
万
分
一
圖
（
「
河
南
図
・
登
封
縣
」
）
一
九
三
八
年

・
「
洛
陽
縣
」
河
南
十
万
分
一
圖
（
「
河
南
図
・
洛
陽
縣
」
）
一
九
三
八
年

○
現
代
地
図

・
『
河
南
省
地
図
集
』
中
国
地
図
出
版
社
、
一
九
九
七
年
（
「
大
地
図
」
）

・
『
河
南
省
地
図
冊
』
中
国
地
図
出
版
社
、
二
○
○
四
年
（
「
中
地
図
」
）

・
『
河
南
省
地
図
集
』
星
球
地
図
出
版
社
、
二
○
○
九
年
（
「
小
地
図
」
）

・
『
嵩
山
旅
游
交
通
図
』
湖
南
地
図
出
版
社
、
二
○
○
一
年
（
「
現
代
地
図
・
嵩
山
」
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
地
図
類

・
百
度BA

I-D
U

（BD

）

・G
oogle

Earth

（G
E

）

＊
訳
注
の
内
、
「
徐
名
山
注
」
「
朱
恵
栄
」
「
黄
珅
」
「
黄
選
評
」
「
湯
注
」
は
、
嵩
・
華
・
太
和
の
三
山
の

遊
記
を
収
め
る
が
、
他
の
三
点
は
嵩
・
華
の
み
で
、
太
和
山
遊
記
を
省
い
て
い
る
。
今
回
の
旅
行
の
第
一

の
目
的
が
太
和
山
に
あ
っ
た
こ
と
を
徐
霞
客
は
明
言
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
省
い
て
い
る
こ

と
に
は
、
後
者
三
点
の
見
識
の
程
が
垣
間
見
え
る
。
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●
訳
注
稿

【
序
】

＊
概
要
：
徐
霞
客
の
旅
行
十
七
回
の
う
ち
、
遊
記
の
残
る
も
の
は
十
回
を
数
え
る
。
そ
の
う
ち
、
旅
の
目

的
な
ど
を
記
し
た
序
文
が
あ
る
の
は
、
四
回
目
の
福
建
省
九
鯉
湖
へ
の
遊
、
十
回
目
の
西
南
遊
、
そ
し
て

五
回
目
の
本
稿
の
遊
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
序
で
は
、
元
々
は
、
湖
北
省
の
武
当
山
を
経
由
し
て
四
川
省
の

峨
眉
山
へ
の
旅
を
構
想
し
て
い
た
が
、
母
親
の
孝
行
の
た
め
に
遠
距
離
の
行
程
は
避
け
、
嵩
山
・
華
山
を

経
由
し
て
、
武
当
山
を
最
終
目
的
と
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
二
月
一
日
に
出
立
。
十
九
日
か
ら
記
録
が
始

ま
る
。
移
動
手
段
は
不
明
。
平
地
は
だ
い
た
い
山
轎
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
二
十
四
日
条
に
「
策
騎
」

の
語
が
見
え
、
そ
の
と
き
は
騎
乗
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

■
本
文
の
部

余
髫
年
蓄
五
嶽
志
。
而
玄
岳
出
五
嶽
上
、
慕
尤
切
。
久
擬
歴
襄
・
鄖
、
捫
太
華
、
由
劍
閣
連
雲
棧
、
爲

峨
眉
先
導
。
而
母
老
志
移
、
不
得
不
先
事
太
和
、
猶
屬
有
方
之
遊
。
第
沿
江
泝
流
、
曠
日
持
久
、
不
若
陸

行
舟
返
、
爲
時
較
速
。
乃
陸
行
汝
・
鄧
間
、
路
與
陝
・
汴
略
相
當
。
可
以
兼
盡
嵩
・
華
、
朝
宗
太
岳
。
遂

以
癸
亥
仲
春
朔
、
決
策
從
嵩
岳
道
始
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

余
髫
年
よ
り
五
嶽
の
志
を
蓄
ふ
。
而
し
て
玄
岳
は
五
嶽
の
上
に
出
で
、
慕
ふ
こ
と
尤
も
切
な
り
。
久
し

く
、
襄
・
鄖
を
歴
し
、
太
華
に
捫
し
、
劍
閣
の
連
な
る
雲
棧
に
よ
り
て
、
峨
眉
の
先
導
と
な
す
を
擬
す
。

而
る
に
母
老
い
志
移
り
、
太
和
を
事
と
す
る
を
先
に
し
て
、
猶
ほ
有
方
の
遊
に
屬
さ
ざ
る
を
得
ず
。
第
だ
た

江
に
沿
ひ
流
れ
を
泝
す
る
は
、
曠
日
持
久
な
れ
ば
、
陸
行
し
て
舟
返
す
る
の
、
時
較
や
速
し
と
な
す
に
若

や

か
ず
。
乃
ち
汝
・
鄧
の
間
を
陸
行
す
る
は
、
路
は
陝
・
汴
と
略
ぼ
相
當
す
。
以
て
兼
ね
て
嵩
・
華
を
盡
く

し
、
太
岳
に
朝
宗
す
べ
し
。
遂
に
癸
亥
仲
春
朔
を
以
て
、
策
を
決
し
て
嵩
岳
の
道
よ
り
始
む
。

●
語
注

○
髫
年

髫
は
、
子
ど
も
の
、
前
に
垂
ら
す
短
い
髪
。
髫
年
で
、
幼
い
と
き
。

○
五
岳

時
代
に
よ
る
変
遷
も
あ
っ
た
が
、
明
代
で
は
、
中
岳
嵩
山
、
東
岳
泰
山
、
西
岳
華
山
、
北
岳
恒

山
、
南
岳
衡
山
。

○
玄
岳

五
行
説
か
ら
す
れ
ば
、
玄
は
北
で
あ
り
、
北
岳
は
恒
山
と
な
る
。
諸
注
は
、
こ
こ
で
は
嵩
山
の

こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
す
る
が
、
徐
名
山
注
は
「
元
岳
」
で
あ
り
、
武
当
山
の
こ
と
だ
と
い
う
。
湯
注
も

玄
岳
に
は
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
北
岳
恒
山
、
も
う
ひ
と
つ
が
武
当
山
で
、
明
代
に
は
玄
岳
・
太
岳
と
称

さ
れ
、
五
岳
の
上
に
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
の
玄
岳
は
武
当
山
だ
と
す
る
。
黄
珅
も
同
じ
。
こ
れ
に

従
う
。
武
当
山
は
、
湖
北
省
丹
江
口
市
に
あ
り
、
周
囲
四
百
㌖
。
主
峯
の
天
柱
峯
は
海
抜
千
六
百
十
二
㍍
。

真
武
神
人
（
玄
武
神
）
が
得
道
し
た
聖
地
と
さ
れ
、
道
教
の
聖
地
で
あ
っ
た
が
、
明
代
に
永
楽
帝
が
復
興

し
て
宮
観
を
大
い
に
整
え
、
山
名
を
太
和
山
と
改
め
て
太
岳
の
号
を
与
え
た
。
嘉
靖
帝
は
更
に
宮
觀
を
整

備
し
、
名
を
玄
岳
と
改
め
て
五
岳
の
上
に
置
い
た
。
徐
霞
客
の
こ
の
度
の
遊
は
、
嵩
山
・
華
山
・
太
和
山

を
歴
す
る
も
の
だ
が
、
第
一
の
目
的
は
、
太
和
山
に
登
る
こ
と
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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○
襄

襄
陽
府
。
府
治
は
今
の
襄
樊
地
級
市
襄
陽
区
。
漢
水
沿
い
に
位
置
す
る
。

○
鄖

鄖
陽
府
。
府
治
は
今
の
十
堰
地
級
市
鄖
県
。
こ
こ
も
襄
陽
同
様
、
漢
水
沿
い
に
位
置
す
る
。
武
当

山
は
こ
の
二
つ
の
ま
ち
の
間
に
あ
る
。
徐
霞
客
の
住
む
江
陰
か
ら
長
江
を
遡
り
、
湖
北
省
の
武
漢
か
ら
漢

水
に
入
っ
て
遡
及
す
る
と
、
襄
陽
、
武
当
山
、
鄖
の
順
で
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
鄖
か
ら
陸
路
を
北
上
す

れ
ば
、
華
山
に
至
る
。

○
太
華

華
山
。
五
岳
の
一
つ
で
西
岳
。
今
の
陝
西
省
華
陰
市
に
位
置
す
る
。

○
劍
閣

中
原
か
ら
四
川
省
へ
入
る
難
所
の
ひ
と
つ
。

○
雲
棧

空
中
高
く
懸
か
る
梯
子
や
、
架
け
橋
の
道
。
中
原
か
ら
四
川
へ
入
る
途
上
に
は
、
秦
桟
・
蜀
桟

が
あ
っ
た
。

○
峨
眉

峨
眉
山
。
四
川
省
の
仏
教
名
山
。

○
有
方
之
遊

『
論
語
』
里
仁
に
「
子
曰
、
父
母
在
、
子
不
遠
遊
、
遊
必
有
方
」
と
あ
る
。
方
は
古
注
は
、

一
定
の
規
律
と
す
る
。
規
律
の
あ
る
旅
行
を
す
る
と
は
、
危
険
な
め
に
会
わ
な
い
よ
う
、
羽
目
を
外
さ
な

い
よ
う
、
と
い
う
こ
と
か
。
新
注
は
「
一
定
の
方
角
」
と
し
、
ど
こ
に
行
く
か
が
親
に
分
か
る
よ
う
に
す

る
、
行
き
場
所
を
き
ち
ん
と
告
げ
て
お
く
と
い
う
こ
と
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
母
親
が
高
齢
で
存
命
な
の

で
、
遠
く
へ
の
長
期
間
の
旅
は
避
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

○
汝

汝
州
。
明
代
は
府
。
府
治
は
今
の
河
南
省
平
頂
山
地
級
市
汝
州
市
（
か
つ
て
は
臨
汝
市
と
い
っ
た
）
。

○
鄧

鄧
州
。
南
陽
府
に
属
し
た
。
今
の
河
南
省
南
陽
地
級
市
鄧
州
市
。

○
陝

陝
州
。
河
南
府
に
属
し
た
。
今
の
河
南
省
三
門
峡
地
級
市
陝
県
。
黄
河
沿
い
に
位
置
す
る
。

○
汴

汴
梁
。
開
封
府
の
府
治
。
今
の
河
南
省
開
封
地
級
市
開
封
市
。
こ
こ
も
黄
河
沿
い
で
あ
る
。

○
嵩

嵩
山
。

○
華

華
山
。

○
朝
宗

諸
侯
が
天
子
に
ま
み
え
る
こ
と
。
太
和
山
が
明
帝
か
ら
尊
崇
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
山
に
登

る
こ
と
を
か
く
言
っ
た
の
だ
ろ
う
。

○
太
岳

諸
注
は
東
岳
泰
山
と
す
る
が
、
位
置
が
あ
わ
な
い
。
徐
名
山
注
・
黄
珅
の
ご
と
く
、
太
和
武
当

山
と
す
べ
き
。
前
掲
注
「
玄
岳
」
参
照
。

○
癸
丑

熹
宗
天
啓
三
年
（
一
六
二
三
）。

●
口
語
訳

私
は
、
幼
い
頃
か
ら
五
岳
に
対
す
る
志
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
玄
岳
太
和
山
（
武
当
山
）
は
五
岳
の

上
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
思
慕
の
念
は
五
岳
よ
り
も
高
い
も
の
が
あ
っ
た
。
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
、

先
ず
先
駆
け
と
し
て
湖
北
省
の
襄
陽
府
と
鄖
陽
府
と
の
間
に
あ
る
太
和
山
を
訪
ね
て
、
更
に
北
上
し
て
陝

西
の
華
山
に
登
り
、
次
い
で
剣
閣
に
あ
る
連
な
る
雲
棧
を
通
っ
て
、
四
川
の
峨
眉
山
へ
行
く
、
と
い
う
大

旅
行
を
心
に
描
い
て
い
た
。
し
か
し
母
親
が
年
老
い
て
き
た
た
め
、
志
を
変
更
し
て
遠
距
離
の
遊
行
は
避

け
、
太
和
山
ま
で
の
旅
行
を
先
ず
行
い
、
親
へ
の
孝
行
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
、
長
江
や
漢

水
な
ど
の
流
れ
を
遡
及
す
る
の
で
は
日
数
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
で
、
陸
行
し
て
進
み
、
帰
路
を
船
で
下
っ

て
く
る
方
が
時
間
が
短
く
て
す
む
の
で
よ
い
と
考
え
た
。
ま
た
、
南
側
の
襄
陽
か
ら
鄧
州
・
汝
州
を
通
っ

て
嵩
山
に
至
る
陸
路
の
道
の
り
は
、
北
側
の
開
封
か
ら
嵩
山
を
経
て
陝
州
に
至
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら

い
で
あ
る
。
加
え
て
、
開
封
経
由
の
陸
路
を
取
れ
ば
、
嵩
山
・
華
山
の
ど
ち
ら
を
も
訪
問
し
た
上
で
、
最

後
に
太
和
山
に
ご
挨
拶
で
き
る
。
か
く
し
て
嵩
山
か
ら
始
め
る
陸
路
を
取
る
こ
と
と
決
し
、
天
啓
三
年
二

月
一
日
を
以
て
旅
を
始
め
た
。
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【
二
月
十
九
日
】

＊
十
九
日
か
け
て
、
河
南
鄭
州
の
黄
宗
店
と
い
う
町
に
着
い
て
い
る
。
そ
の
間
の
旅
程
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
徐
州
や
開
封
を
通
る
、
メ
イ
ン
ル
ー
ト
を
通
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
池
を
観
覧
し
た
り
、
密
県
に
入

っ
て
天
仙
院
と
い
う
道
観
を
参
観
す
る
。
登
封
県
に
入
り
、
耿
店
に
泊
。

■
本
文
の
部

凡
十
九
日
、
抵
河
南
鄭
州
之
黄
宗
店
。
由
店
右
登
石
坡
、
看
聖
僧
池
。
清
泉
一
涵
、
停
碧
山
半
。
山
下

深
澗
交
疊
、
涸
無
滴
水
。
下
坡
行
澗
底
、
隨
香
爐
山
曲
折
南
行
。
山
形
三
尖
攅
立
如
覆
鼎
、
衆
山
環
之
、

秀
色
娟
娟
媚
人
。
澗
底
亂
石
一
壑
、
作
紫
玉
色
。
兩
崖
石
壁
宛
轉
、
色
較
縝
潤
。
想
清
流
汪
注
時
、
噴
珠

泄
黛
、
當
更
何
如
也
。
十
里
、
登
石
佛
嶺
。
又
五
里
、
入
密
縣
界
、
望
嵩
山
尚
在
六
十
里
外
。
從
岐
路
東

南
二
十
五
里
、
過
密
縣
、
抵
天
仙
院
。
院
祀
天
仙
。
黄
帝
之
三
女
也
。
白
松
在
祠
後
中
庭
、
相
傳
三
女
蛻

骨
其
下
。
松
大
四
人
抱
、
一
本
三
幹
、
鼎
聳
霄
漢
、
膚
如
凝
脂
、
潔
逾
傅
粉
、
蟠
枝
虯
曲
、
綠
鬣
舞
風
、

昂
然
玉
立
半
空
、
洵
奇
觀
也
。
周
以
石
欄
。
一
軒
臨
北
、
軒
中
題
詠
絶
盛
。
徘
徊
久
之
、
下
觀
滴
水
。
澗

到
此
忽
下
跌
、
一
崖
上
覆
、
水
滴
歴
其
下
。
還
密
、
仍
抵
西
門
。
三
十
五
里
、
入
登
封
界
、
曰
耿
店
。
南

向
石
淙
道
、
遂
税
駕
焉
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

凡
そ
十
九
日
に
し
て
、
河
南
鄭
州
の
黄
宗
店
に
抵
る
。
店
の
右
よ
り
石
坡
を
登
り
、
聖
僧
池
を
看
る
。

清
泉
一
涵
、
碧
山
の
半
ば
に
停
ま
る
。
山
下
は
深
澗
交
々
疊
し
、
涸
れ
て
滴
水
も
無
し
。
坡
を
下
り
て
澗

底
を
行
き
、
香
爐
山
に
隨
ひ
て
曲
折
し
て
南
行
す
。
山
形
は
三
尖
の
攅
立
す
る
こ
と
鼎
を
覆
す
が
如
く
、

衆
山

之
を
環
し
、
秀
色
娟
娟
と
し
て
人
に
媚
ぶ
。
澗
底
は
亂
石
一
壑
た
り
て
、
紫
玉
の
色
を
作
す
。
兩

崖
は
石
壁

宛
轉
と
し
て
、
色
較
や
縝
潤
た
り
。
清
流
の
汪
注
せ
し
時
を
想
ふ
に
、
珠
を
噴
し
黛
を
泄
す

る
な
ら
ん
。
當
に
更
に
何
如
な
る
べ
け
ん
や
。

十
里
に
し
て
、
石
佛
嶺
を
登
る
。

又
た
五
里
に
し
て
、
密
縣
の
界
に
入
る
。
嵩
山
を
望
む
こ
と
尚
ほ
六
十
里
の
外
に
在
り
。
岐
路
よ
り
東

南
に
二
十
五
里
に
し
て
、
密
縣
を
過
ぎ
、
天
仙
院
に
抵
る
。

院
は
天
仙
を
祀
る
。
黄
帝
の
三
女
な
り
。
白
松

祠
の
後
ろ
の
中
庭
に
在
り
。
相
ひ
傳
ふ
、
三
女
骨
を

其
の
下
に
蛻
す
、
と
。
松
は
大
な
る
こ
と
四
人
抱
へ
に
し
て
、
一
本
に
三
幹
あ
り
て
、
霄
漢
に
鼎
聳
す
。

膚
は
凝
脂
の
如
く
、
潔
な
る
こ
と
傅
粉
を
逾
え
た
り
。
蟠
枝
は
虯
の
ご
と
く
曲
り
、
綠
鬣

風
に
舞
ひ
、

昂
然
と
し
て
半
空
に
玉
立
す
、

洵

に
奇
觀
な
り
。
周
ら
す
に
石
欄
を
以
て
す
。
一
軒
北
に
臨
み
、
軒

ま
こ
と

中
は
題
詠
絶
盛
な
り
。
徘
徊
之
を
久
し
く
し
、
下
の
か
た
滴
水
を
觀
る
。
澗

此
に
到
り
て
忽
ち
下
跌
し
、

一
崖

上
覆
し
、
水
滴
其
の
下
を
歴
す
。

密
に
還
り
、
仍
り
て
西
門
に
抵
る
。

三
十
五
里
に
し
て
、
登
封
の
界
に
入
る
、
耿
店
と
曰
ふ
。
南
に
向
へ
ば
石
淙
の
道
な
り
。
遂
に
駕
を
税

せ
り
。
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●
語
注

○
黄
宗
店

徐
名
山
注
は
、
今
の
「
王
宗
店
」
と
い
う
。
「
地
名
詞
典
」
に
は
、
王
宗
店
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
あ
る
。
滎
陽
県
城
関
鎮
か
ら
十
八
㌖
の
地
に
あ
っ
て
、
崔
廟
郷
に
属
す
。
元
は
龍
門
鎮
と
言
い
、

聖
僧
店
・
王
宗
店
・
王
僧
店
な
ど
と
も
言
っ
た
。
村
落
は
谷
沿
い
に
南
北
に
伸
び
、
人
口
二
百
六
十
人
程

度
。
も
と
集
市
が
立
っ
て
い
た
が
、
乾
隆
年
間
に
洪
水
に
遭
い
、
崔
廟
郷
に
移
っ
た
。
村
の
南
に
聖
僧
泉

が
あ
っ
て
、
枯
渇
せ
ず
、
村
人
の
飲
用
水
源
に
な
っ
て
い
る
、
と
。
「
乾
隆
滎
陽
県
志
」
（
巻
三
建
置
」
）

に
「
龍
門
鎭

按
龍
門
鎭
、
俗
呼
王
僧
店
、
又
呼
聖
僧
店
。
蓋
因
鎭
西
山
畔
有
石
佛
。
現
半
體
、
郷
人
欲

見
其
全
、
隨
掘
隨
滿
、
不
可
得
覩
。
有
泉
、
前
出
匯
爲
池
。
澇
則
溢
出
成
河
。
旱
亦
盈
盈
不
涸
、
足
供
一

鎭
之
汲
。
此
亦
靈
異
之
蹟
也
」
と
あ
る
。
ま
た
「
続
滎
陽
県
志
」
（
巻
一
第
七
区
図
）
に
は
聖
僧
店
が
見

え
、
「
集
鎮
」
（
巻
三
建
置
志
）
に
「
崔
廟
鎭

舊
志
爲
龍
門
鎭
。
乾
隆
年
間
移
此
」
と
あ
る
。
滎
陽
県

と
密
県
と
の
境
に
位
置
し
、
か
つ
て
は
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
の
だ
ろ
う
。
徐
霞
客
が
こ
こ
を
起
点

に
記
述
を
始
め
た
こ
と
が
そ
れ
を
裏
付
け
よ
う
。
の
ち
乾
隆
以
後
、
崔
廟
鎭
に
そ
の
座
を
譲
り
、
僻
地
の

寒
村
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
北
支
図
・
登
封
縣
」
に
は
王
孫
店
、
「
河
南
図
・
新
鄭
縣
」
に
は
王
村
店

が
見
え
る
。
「
大
地
図
」
「
小
地
図
」・BD

に
は
王
宗
店
と
あ
る
。「
路
線
図
」
で
は
、
黄
宗
店
を
、
鄭
州

と
登
封
と
を
結
ぶ
直
線
上
に
置
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
。
添
付
の
地
図
で
は
正
し
い
位
置
に
改
め
た
。

○
聖
僧
池

徐
名
山
注
は
、
鄭
州
市
の
西
南
境
に
あ
る
と
言
う
。
鄭
州
地
級
市
の
西
南
境
で
あ
り
、
滎
陽

県
に
属
す
。
前
掲
注
引
く
「
乾
隆
滎
陽
県
志
」
に
あ
る
「
泉
」
の
水
が
た
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。「
続

滎
陽
県
志
」
に
は
こ
の
水
の
記
述
は
無
く
、
も
は
や
有
名
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
清
泉
一
涵

涵
は
湿
る
、
潤
う
。
清
ら
か
な
池
が
一
筋
あ
る
様
か
。

○
香
爐
山

徐
名
山
注
は
、
今
は
鄭
州
の
西
南
に
あ
る
と
い
う
。「
地
名
詞
典
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

北
緯
三
十
四
度
、
東
経
百
十
三
度
、
密
県
城
関
鎮
の
西
北
十
二
㌖
、
滎
陽
県
と
の
境
に
あ
る
。
主
峯
は
海

抜
六
百
六
㍍
。
山
形
が
香
炉
に
似
て
い
る
の
で
か
く
言
う
。
徐
霞
客
が
登
臨
し
た
、
と
。
し
か
し
遊
記
に

あ
る
よ
う
に
、
徐
霞
客
は
こ
の
山
を
遠
望
は
し
た
が
、
登
っ
て
は
い
な
い
。
「
密
県
志
」
（
巻
六
山
水
志
）

に
「
香
爐
山

亦
以
形
似
。
香
爐
山
俗
呼
爲
小
頂
。
上
有
織
錦
洞
。
洞
内
有
倒
井
、
水
嘗
溢
出
。
入
洞
百

餘
歩
、
仰
觀
、
有
孔
如
梭
。
俗
傳
神
女
織
錦
于
此
」
と
あ
る
。「
河
南
図
・
新
鄭
縣
」
・BD

に
は
小
頂
山

の
名
が
見
え
る
。

○
縝

細
密
な
こ
と
。

○
石
佛
嶺

徐
名
山
注
は
、
今
は
鄭
州
市
の
西
南
境
に
あ
る
と
い
う
。
他
の
資
料
で
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。

○
過
密
縣

密
は
、
漢
代
か
ら
置
か
れ
て
い
た
県
。
「
密
県
志
」
は
そ
こ
か
ら
滎
陽
県
へ
北
上
す
る
ル
ー

ト
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
（
密
県
城
関
鎮
か
ら
の
）
北
路

〔
八
里
〕
八
里
廟
〔
六
里
〕
袁
荘

〔
四
里
〕
山
神
廟
〔
十
里
〕
方
溝
〔
二
里
〕
聖
僧
店
、
抵
滎
陽
界
。
距
城
、
積
三
十
里
許
」
（
巻
五
彊
域

志
）。
徐
霞
客
は
こ
の
ル
ー
ト
を
逆
に
南
下
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○
天
仙
院

徐
名
山
注
は
、
今
は
密
縣
の
境
に
あ
る
と
す
る
が
「
地
名
詞
典
」
に
は
見
え
な
い
。
「
密
県

志
」
（
巻
七
建
置
志
」
）
に
「
天
仙
廟

在
縣
東
五
里
。
明
世
宗
時
創
建
」
と
あ
り
、
ま
た
天
仙
洞
・
滴

水
棚
・
白
松
に
つ
い
て
か
な
り
の
記
述
を
載
せ
る
。
ま
た
清
の
李
鵬
鳴
・
沈
沛
の
「
滴
水
棚
詩
」
、
明
の

楊
思
聖
・
李
攀
龍
ら
の
「
白
松
詩
」
を
収
録
し
て
お
り
、
天
仙
院
と
そ
の
松
が
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
「
北
支
図
・
新
鄭
縣
」
「
河
南
図
・
新
鄭
縣
」
に
も
天
仙
廟
と
し
て
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
資
料
に
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
さ
び
れ
て
し
ま
い
、
消
滅
し
た
の
で
は
な
い
か
。

○
天
仙

天
仙
聖
母
碧
霞
元
君
、
天
仙
娘
娘
と
も
い
う
。
南
の
媽
祖
と
並
び
、
主
に
華
北
で
尊
崇
さ
れ
て
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い
た
女
神
。
東
岳
大
帝
の
娘
で
あ
る
と
か
、
黄
帝
が
派
遣
し
た
女
仙
で
あ
る
な
ど
の
伝
承
が
あ
る
が
、
徐

霞
客
は
、
黄
帝
の
三
女
と
し
て
い
る
。
明
代
で
は
泰
山
信
仰
と
結
び
つ
き
、
太
和
山
の
真
武
神
信
仰
（
前

掲
注
「
玄
岳
」
参
照
）
と
双
璧
を
な
し
て
お
り
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
籤
は
特
に
有
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。

○
黄
帝

古
代
の
五
帝
の
一
。
道
教
に
お
い
て
も
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
続
け
た
。

○
蛻
骨

肉
体
を
脱
し
て
昇
仙
す
る
こ
と
。

○
傅
粉

白
粉
を
つ
け
る
。

○
鬣

動
物
の
た
て
が
み
。
こ
こ
で
は
松
の
葉
の
比
喩
。

○
西
門

密
県
城
の
西
門
。
こ
こ
か
ら
登
封
県
へ
の
道
の
り
に
つ
い
て
「
密
県
志
」
（
巻
五
彊
域
志
）
に

「
西
南
路

〔
八
里
〕
石
寨
溝
〔
三
里
〕
偏
橋
崗
〔
九
里
〕
平
陌
集
〔
三
里
〕
界
河
、
抵
登
封
界
。
距
城
、

積
二
十
三
里
許
」
と
あ
る
。
現
在
の
ル
ー
ト
も
ほ
ぼ
こ
れ
を
な
ぞ
る
が
、
徐
霞
客
も
こ
の
道
を
通
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

○
登
封
界

登
封
県
の
境
域
。

○
耿
店

徐
名
山
注
は
、
密
縣
の
西
南
、
登
封
の
東
北
に
あ
る
と
し
、
朱
恵
栄
は
、
今
の
盧
店
で
あ
る
と

い
う
。

○
石
淙

石
淙
河
の
半
ば
に
あ
る
名
勝
の
地
。
次
節
で
詳
述
す
る
。

○
税
駕

車
馬
を
停
止
す
る
こ
と
。
宿
泊
す
る
こ
と
。

●
口
語
訳

［
二
月
十
九
日
］

［
河
南
開
封
府
滎
陽
県
域
］

《
１
》
黄
宗
店
か
ら
密
県
へ

十
九
日
か
か
っ
て
、
河
南
省
鄭
州
の
黄
宗
店
に
至
っ
た
。
ま
ち
の
右
か
ら
石
畳
の
坂
を
上
り
、
聖
僧
池

を
鑑
賞
す
る
。
清
ら
か
な
水
を
湛
え
た
池
が
、
緑
な
す
山
の
半
ば
に
留
ま
っ
て
い
る
。
山
か
ら
見
下
ろ
せ

ば
、
深
い
谷
川
が
縦
横
に
伸
び
て
重
な
り
あ
っ
て
い
る
が
、
一
滴
の
水
も
な
い
涸
れ
谷
で
あ
る
。
斜
面
を

下
っ
て
涸
れ
谷
の
底
を
進
み
、
香
爐
山
に
沿
っ
て
、
曲
が
り
な
が
ら
南
へ
向
か
う
。
香
爐
山
の
形
は
、
三

つ
の
峯
が
聳
え
る
様
が
鼎
を
逆
さ
ま
に
伏
せ
た
か
の
よ
う
で
、
た
く
さ
ん
の
山
々
が
こ
れ
を
取
り
囲
ん
で

お
り
、
そ
の
美
し
い
様
は
見
る
人
を
し
て
喜
ば
せ
る
も
の
が
あ
る
。
谷
底
は
、
乱
立
す
る
石
で
い
っ
ぱ
い

で
、
紫
の
玉
の
如
き
姿
を
現
し
て
い
る
。
両
側
は
石
の
壁
が
う
ね
う
ね
と
続
い
て
い
る
が
、
そ
の
膚
は
や

や
精
密
で
湿
潤
な
感
じ
が
す
る
。
こ
こ
を
清
流
が
あ
ふ
れ
流
れ
て
い
た
と
き
の
こ
と
を
想
起
し
て
み
る
と
、

泡
立
つ
水
し
ぶ
き
が
珠
玉
の
よ
う
に
輝
き
、
黛
の
よ
う
に
青
々
と
し
た
淵
が
満
々
と
水
を
湛
え
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
景
色
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

十
里
進
み
、
石
仏
嶺
を
登
り
越
え
る
。

［
河
南
開
封
府
密
県
域
］

さ
ら
に
ま
た
五
里
で
、
密
県
の
県
域
に
入
る
。
遙
か
嵩
山
を
望
む
に
、
ま
だ
六
十
里
以
上
も
あ
る
。
分

か
れ
道
か
ら
東
南
に
二
十
五
里
進
み
、
密
県
城
を
通
り
過
ぎ
て
、
天
仙
院
に
至
る
。

《
２
》
天
仙
院

こ
の
院
に
は
天
仙
を
祀
っ
て
い
る
。
天
仙
と
は
黄
帝
の
三
女
で
あ
る
。
白
い
松
が
、
祠
の
後
ろ
の
中
庭

に
立
っ
て
い
る
。
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
天
仙
が
こ
こ
で
肉
体
を
脱
し
て
昇
仙
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

松
は
大
人
で
四
抱
え
ほ
ど
も
あ
り
、
根
本
は
ひ
と
つ
な
の
が
三
つ
の
幹
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
空
に
向

か
っ
て
雲
に
入
ら
ん
ば
か
り
に
伸
び
て
い
る
。
樹
皮
は
な
め
ら
か
で
ま
る
で
脂
肪
を
凝
ら
し
た
如
く
、
白
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粉
で
装
っ
た
よ
う
な
美
し
さ
が
あ
る
。
枝
は
龍
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
蟠
り
、
馬
の
た
て
が
み
の
よ
う
な
緑

の
葉
は
風
に
舞
い
、
頭
を
あ
げ
、
胸
を
張
る
よ
う
に
、
天
空
へ
向
か
っ
て
す
っ
く
と
美
し
く
立
っ
て
い
る
。

誠
に
す
ば
ら
し
い
景
観
で
あ
る
。
松
を
石
の
欄
干
が
取
り
巻
い
て
い
る
。
北
に
一
棟
の
長
廊
が
延
び
て
お

り
、
そ
こ
に
は
詩
や
聯
を
記
し
た
も
の
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
。
し
ば
ら
く
そ
こ
を
参
観
し
た
の
ち
、

下
の
方
へ
下
り
、
滴
水
を
見
る
。
渓
流
は
こ
こ
で
急
に
下
へ
落
ち
込
ん
で
お
り
、
崖
が
そ
の
上
を
覆
い
、

水
が
落
下
す
る
音
が
聞
こ
え
る
。

《
３
》
密
県
か
ら
登
封
県
域
へ

密
県
城
に
引
き
返
し
、
さ
ら
に
西
門
に
至
る
。

［
河
南
河
南
府
登
封
県
域
］

そ
こ
か
ら
三
十
五
里
進
み
、
登
封
県
の
県
域
に
入
る
。
こ
こ
は
耿
店
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
南
へ
向
か
う

の
が
石
淙
へ
の
道
で
あ
る
。
今
日
は
こ
こ
に
泊
ま
る
こ
と
と
す
る
。

◆
耿
店
に
泊
。

【
二
月
二
十
日
】

＊
概
要
：
南
へ
下
り
、
嵩
山
八
景
の
一
つ
「
石
淙
会
飲
」
の
地
で
あ
る
石
淙
へ
。
の
ち
告
成
鎮
を
経
て
、

中
岳
廟
へ
。
日
が
既
に
落
ち
か
か
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
押
し
て
盧
巌
寺
へ
登
る
。
中
岳
廟
に
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
日

從
小
徑
南
行
。
二
十
五
里
、
皆
土
岡
亂
壟
。
久
之
、
得
一
溪
。
渡
溪
、
南
行
岡
脊
中
。
下
瞰

則
石
淙
在
望
矣
。
余
入
自
大
梁
、
平
衍
廣
漠
、
古
稱
「
陸
海
」
、
地
以
得
泉
爲
難
、
泉
以
得
石
尤
難
。
近

嵩
始
睹
蜿
蜒
衆
峯
、
於
是
北
流
有
景
・
須
諸
溪
、
南
流
有
潁
水
、
然
皆
盤
伏
土
磧
中
。
獨
登
封
東
南
三
十

里
爲
石
淙
、
乃
嵩
山
東
谷
之
流
、
將
下
入
於
潁
。
一
路
陂
陀
屈
曲
、
水
皆
行
地
中
、
到
此
忽
逢
怒
石
。
石

立
崇
岡
山
峽
間
、
有
當
關
扼
險
之
勢
。
水
沁
入
脅
下
、
從
此
水
石
融
和
、
綺
變
萬
端
。
繞
水
之
兩
崖
、
則

爲
鵠
立
、
爲
雁
行
。
踞
中
央
者
、
則
爲
飲
兕
、
爲
臥
虎
。
低
則
嶼
、
高
則
臺
、
愈
高
、
則
石
之
去
水
也
愈

遠
。
乃
又
空
其
中
而
爲
窟
、
爲
洞
。
揆
崖
之
隔
、
以
尋
尺
計
、
竟
水
之
過
、
以
數
丈
計
、
水
行
其
中
、
石

峙
於
上
、
爲
態
爲
色
、
爲
膚
爲
骨
、
備
極
妍
麗
。
不
意
黄
茅
白
葦
中
、
頓
令
人
一
洗
塵
目
也
。

登
隴
、
西
行
十
里
、
爲
告
成
鎭
。
古
告
成
縣
地
。
測
景
臺
在
其
北
。
西
北
行
二
十
五
里
、
爲
岳
廟
。
入

東
華
門
時
、
日
已
下
舂
。
余
心
豔
盧
巖
、
即
從
廟
東
北
循
山
行
。
越
陂
陀
數
重
、
十
里
、
轉
而
入
山
、
得

盧
巖
寺
。
寺
外
數
武
、
即
有
流
鏗
然
、
下
墜
石
峽
中
。
兩
旁
峽
色
、
氤
氳
成
霞
。
溯
流
造
寺
後
、
峽
底
矗

崖
、
環
如
半
規
、
上
覆
下
削
。
飛
泉
隨
空
而
下
、
舞
綃
曳
練
、
霏
微
散
滿
一
谷
、
可
當
武
彝
之
水
簾
。
蓋

此
中
以
得
水
爲
奇
、
而
水
復
得
石
、
石
復
能
助
水
、
不
尼
水
、
又
能
令
水
飛
行
、
則
比
武
彝
爲
尤
勝
也
、

徘
徊
其
下
、
僧
梵
音
以
茶
點
餉
、
急
返
岳
廟
、
已
昏
黒
。
寺
外
數
武
、
即
有
流
鏗
然
、
下
墜
石
峽
中
。
兩

旁
峽
色
、
氤
氳
成
霞
。
溯
流
造
寺
後
、
峽
底
矗
崖
、
環
如
半
規
、
上
覆
下
削
。
飛
泉
隨
空
而
下
、
舞
綃
曳

練
、
霏
微
散
滿
一
谷
、
可
當
武
彝
之
水
簾
。
蓋
此
中
以
得
水
爲
奇
、
而
水
復
得
石
、
石
復
能
助
水
、
不
尼

水
、
又
能
令
水
飛
行
、
則
比
武
彝
爲
尤
勝
也
。
徘
徊
其
下
、
僧
梵
音
以
茶
點
餉
、
急
返
岳
廟
、
已
昏
黑
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳



- 9 -

二
十
日

小
徑
に
從
ひ
て
南
に
行
く
。
二
十
五
里
、
皆
な
土
岡
亂
壟
た
り
。
之
を
久
し
く
し
て
、
一
溪

を
得
。
溪
を
渡
り
て
、
南
に
岡
脊
の
中
を
行
く
、
下
を
瞰
れ
ば
則
ち
石
淙
望
に
在
り
。

余

大
梁
よ
り
入
れ
ば
、
平
衍
廣
漠
に
し
て
、
古
へ
「
陸
海
」
と
稱
す
。
地
は
泉
を
得
る
を
以
て
難
し

と
爲
し
、
泉
は
石
を
得
る
こ
と
尤
も
難
し
。
嵩
に
近
づ
き
て
始
め
て
蜿
蜒
た
る
衆
峯
を
睹
る
。
是
に
お
い

て
北
流
に
は
景
・
須
の
諸
溪
有
り
、
南
流
に
は
潁
水
あ
り
。
然
し
て
皆
な
土
磧
の
中
に
盤
伏
せ
り
。
獨
り

登
封
の
東
南
三
十
里
は
石
淙
た
り
て
、
乃
ち
嵩
山
東
谷
の
流
に
し
て
、
將
に
下
り
て
穎
に
入
ら
ん
と
す
。

一
路
陂
陀
屈
曲
し
て
、
水
は
皆
な
地
中
を
行
け
り
。
此
に
到
り
て
忽
ち
怒
石
に
遭
ふ
。
石
は
崇
岡
と
山
峽

と
の
間
に
立
ち
て
、
關
に
當
り
險
を
扼
す
る
の
勢
ひ
有
り
。
水
は
沁
み
て
脅
下
に
入
り
、
此
よ
り
水
石
融

和
し
て
、
綺
變
萬
端
た
り
。

水
を
繞
る
兩
崖
は
、
則
ち
鵠
の
立
て
る
と
な
り
、
雁
の
行
け
る
と
な
る
。
中
央
に
踞
す
る
者
は
、
則
ち

飲
め
る
兕
た
り
、
臥
せ
る
虎
た
り
。
低
き
は
則
ち
嶼
た
り
、
高
き
は
則
ち
臺
た
り
。
愈
々
高
け
れ
ば
、
則

ち
石
の
水
を
去
る
や
愈
々
遠
し
。
乃
ち
又
た
其
の
中
を
空
に
し
て
窟
と
な
り
、
洞
と
な
る
。
崖
の
隔
を
揆

す
る
に
、
尋
尺
を
以
て
計
り
、
水
の
過
を
竟
ふ
れ
ば
、
數
丈
を
以
て
計
る
。

お

水

其
の
中
を
行
き
、
石

上
に
峙
す
。
態
た
る
や
色
た
る
や
、
膚
た
り
骨
た
り
て
、
妍
麗
を
備
極
せ

り
。

意

は
ざ
り
き
、
黄
茅
白
葦
の
中
に
、
頓
に
人
を
し
て
一
た
び
塵
目
を
洗
は
し
む
る
と
は
。

お
も

隴
に
登
り
、
西
に
行
く
こ
と
十
里
に
し
て
、
告
成
鎭
た
り
。
古
へ
の
告
成
縣
の
地
な
り
。
測
景
臺

其

の
北
に
在
り
。

西
北
に
行
く
こ
と
二
十
五
里
に
し
て
、
岳
廟
た
り
。
東
華
門
に
入
り
し
時
、
日
已
に
下
舂
た
り
。
余

心
に
盧
巖
を
豔
と
す
れ
ば
、
即
ち
廟
の
東
北
よ
り
山
に
循
ひ
て
行
く
。
陂
陀
數
重
を
越
え
、
十
里
に
し
て
、

轉
じ
て
山
に
入
り
、
盧
巖
寺
を
得
た
り
。

寺
の
外

數
武
に
し
て
、
即
ち
流
れ
の
鏗
然
と
し
て
、
下
に
石
峽
中
に
墜
つ
る
有
り
。
兩
旁
の
峽
の
色

は
、
氤
氳

霞
を
成
す
。
流
れ
を
溯
り
て
寺
の
後
ろ
に

造

る
。
峽
底
矗
崖
に
し
て
、
環
す
る
こ
と
半
規

い
た

の
如
く
、
上
に
覆
ひ
下
は
削
ら
る
。
飛
泉

空
に
隨
ひ
て
下
り
、
舞
綃

練
を
曳
き
、
霏
微

一
谷
に
散

滿
た
り
。
武
彝
の
水
簾
に
當
る
べ
し
。
蓋
し
此
の
中
は
水
を
得
る
を
以
て
奇
と
な
す
。
而
し
て
水
は
復
た

石
を
得
、
石
も
復
た
能
く
水
を
助
く
。
水
を
尼
せ
ず
、
又
た
能
く
水
を
し
て
飛
行
せ
し
む
れ
ば
、
則
ち
武

彝
に
比
す
る
に
尤
も
勝
れ
り
と
な
す
な
り
。
其
の
下
を
徘
徊
す
る
に
、
僧
梵
音
の
茶
點
を
以
て
餉
す
。
急

ぎ
岳
廟
に
返
る
に
、
已
に
昏
黑
た
り
。

●
語
注

○
土
岡

あ
ま
り
高
く
な
い
高
地
。
丘
。

○
壟

耕
地
の
畦
。
転
じ
て
細
長
い
微
高
地
。

○
石
淙

石
の
上
を
水
が
流
れ
る
さ
ま
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
固
有
名
詞
。
屹
立
す
る
岩
の
間
を
清
流
が

さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
景
勝
の
地
で
、
唐
代
に
は
、
洛
陽
を
根
拠
地
と
し
て
い
た
則
天
武
后
の
避
暑
地
と
な

り
、
久
視
元
年
（
七
○
○
）
に
は
離
宮
の
三
陽
宮
が
建
て
ら
れ
た
。
同
年
に
は
、
群
臣
を
と
も
な
っ
て

詩
会
を
行
い
、
武
后
や
そ
の
息
子
の
後
の
睿
宗
・
中
宗
、
武
三
思
・
張
兄
弟
・
狄
仁
桀
ら
十
七
名
に
よ

る
宴
（
石
宗
会
飲
）
が
開
か
れ
、
連
作
の
作
品
「
夏
日
遊
石
淙
詩
」
が
作
ら
れ
て
い
る
。
同
作
品
は
石

宗
河
畔
の
岩
に
彫
ら
れ
、
現
存
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
訪
問
者
の
作
品
も
磨
崖
碑
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
近
年
は
周
囲
が
石
炭
の
採
掘
場
と
し
て
開
発
さ
れ
、
流
水
は
石
炭
紛
が
ま
じ
っ
て
汚

損
さ
れ
、
清
流
と
は
到
底
言
い
が
た
い
状
況
に
あ
る
。
工
場
群
が
林
立
す
る
た
だ
中
に
あ
っ
て
す
っ
か

り
荒
れ
果
て
、
放
置
さ
れ
、
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
（
二
○
一
○
年
九
月
確
認
）
。
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○
大
梁

開
封
の
古
名
。

○
泉

泉
水
。
河
川
の
こ
と
。

○
景

景
渓
。

○
須

須
渓
。

○
穎

穎
水
。

○
盤
伏
土
磧
中

磧
は
、
じ
ゃ
り
、
堆
積
物
。
土
や
砂
利
な
ど
が
堆
積
し
て
い
て
、
そ
の
間
を
河
川
が
流

れ
て
お
り
、
岩
や
岩
盤
が
露
出
し
て
い
な
い
様
を
い
う
と
解
し
た
。

○
一
路

徐
霞
客
が
通
っ
て
い
る
道
筋
と
解
し
た
。
あ
る
い
は
、
河
川
の
こ
と
か
。

○
地
中

河
川
が
地
下
に
潜
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
堆
積
物
を
削
り
な
が
ら
流
れ
て
い
て
、
陸
地
面
か

ら
下
位
に
あ
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

○
崇
岡

高
い
岡
。
こ
こ
で
は
険
し
く
聳
え
る
岸
辺
で
あ
ろ
う
。

○
山
峽

山
に
挟
ま
れ
た
峡
谷
。

○
揆

測
る
、
推
測
す
る
。

○
尋
尺

尋
は
八
尺
。
熟
語
で
は
、
短
い
距
離
を
表
す
。

○
竟
水
之
過

徐
名
山
注
は
「
竟
水
」
で
切
り
、
最
高
水
位
、
と
取
る
。
湯
注
は
、
竟
を
最
後
ま
で
（
は

か
り
）
終
え
る
、
と
取
り
、
川
の
流
域
の
幅
と
す
る
。
つ
ま
り
、
「
揆
崖
之
隔
」
は
あ
る
地
点
で
の
川
幅

（
直
線
距
離
）
で
あ
る
が
、
「
竟
水
之
過
」
は
蛇
行
す
る
流
れ
の
両
端
の
最
も
幅
の
広
い
と
こ
ろ
を
い
う

の
だ
と
す
る
。
一
応
、
湯
注
に
従
っ
て
訳
し
た
。

○
丈

十
尺
。

○
黄
茅
白
葦

ご
く
普
通
の
水
辺
の
こ
と
か
。

○
告
成
鎭

登
封
県
内
。
今
も
同
じ
。
周
代
の
穎
邑
。
戦
国
期
に
は
鄭
に
属
し
、
陽
城
と
い
っ
た
。
秦
末

挙
兵
し
た
陳
勝
は
こ
こ
の
出
身
と
い
う
。
の
ち
、
陽
城
県
や
陽
城
郡
府
で
あ
っ
た
が
、
唐
の
武
則
天
が
嵩

山
で
封
禅
を
行
っ
た
際
、
告
成
県
と
な
っ
た
。
の
ち
、
登
封
県
に
属
す
る
鎮
の
扱
い
と
な
る
。

○
測
景
臺

周
公
が
洛
陽
建
都
の
際
に
、
時
間
と
距
離
を
測
る
の
に
立
て
た
と
伝
え
る
。
今
は
台
は
な
く
、

そ
の
こ
と
を
記
し
た
石
碑
が
立
つ
の
み
。
た
だ
、
そ
の
近
く
に
は
、
元
代
の
郭
守
敬
ら
が
建
て
た
、
観
星

台
と
い
う
天
文
施
設
が
残
る
。

○
岳
廟

中
岳
嵩
山
を
祭
る
中
岳
廟
。
創
建
は
漢
の
武
帝
に
遡
る
と
さ
れ
、
歴
代
皇
室
に
よ
り
尊
崇
さ
れ

続
け
た
。
現
存
す
る
も
の
は
清
代
の
修
築
を
経
て
い
る
が
、
五
岳
の
廟
と
し
て
古
代
か
ら
の
形
を
ほ
ぼ
原

型
通
り
留
め
る
。
こ
こ
を
中
心
と
し
た
嵩
山
の
建
築
群
は
、
二
○
一
○
年
に
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

登
録
名
は
「
天
地
之
中
」
。

○
東
華
門

中
岳
廟
の
東
門
。

○
下
舂

舂
は
穀
物
を
そ
こ
へ
投
じ
て
脱
穀
す
る
道
具
。
下
舂
で
、
日
が
落
ち
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
頃
。

○
盧
巖

盧
巌
寺
。
唐
代
に
盧
鴻
一
と
い
う
隠
者
が
隠
棲
し
て
い
た
と
い
う
。

○
豔

羨
望
す
る
、
慕
う
。

○
鏗
然

音
の
響
く
様
。
こ
こ
で
は
瀧
の
音
。

○
流

い
わ
ゆ
る
盧
巌
瀑
布
。

○
氤
氳

小
さ
い
水
滴
が
弥
漫
し
て
い
る
様
。

○
半
規

半
円
形
。

○
綃
、
練

彩
絹
。

○
武
彝
之
水
簾

武
彝
は
武
夷
山
。
福
建
省
の
名
山
。
水
簾
洞
は
「
山
中
最
勝
之
境
」
と
称
さ
れ
る
名
勝
。
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数
十
㍍
の
ド
ー
ム
型
の
洞
窟
を
な
し
、
頂
上
か
ら
泉
水
が
降
り
注
い
で
い
る
。

○
尼

阻
む
。

○
梵
音

盧
巌
寺
の
僧
侶
の
名
前
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
不
詳
。

●
口
語
訳

［
二
十
日
］

《
４
》
景
勝
地
石
淙

小
道
に
沿
っ
て
南
へ
進
む
。
二
十
五
里
の
間
、
丘
や
不
規
則
な
高
地
が
続
く
。
し
ば
ら
く
し
て
、
小
川

に
行
き
当
た
る
。
こ
れ
を
渡
り
、
更
に
南
に
、
丘
の
尾
根
を
進
む
。
そ
こ
か
ら
下
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
石
淙

が
見
渡
せ
た
。

私
は
開
封
の
方
か
ら
や
っ
て
来
た
の
で
、
こ
の
間
の
土
地
は
平
ら
で
広
々
と
し
て
お
り
、
古
来
よ
り
「
陸

海
」
と
称
さ
れ
る
の
も
よ
く
わ
か
っ
た
。
平
地
の
上
に
は
、
河
川
が
あ
ま
り
な
く
、
あ
っ
た
と
し
て
も
岩

石
が
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
嵩
山
に
近
づ
い
て
来
て
初
め
て
、
う
ね
う
ね
と
起
伏
の
あ
る
山

々
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
北
流
す
る
も
の
に
は
景
渓
や
須
渓
な
ど
の
諸
渓
が
あ
り
、
南
流
す

る
も
の
に
穎
水
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
諸
河
川
は
、
い
ず
れ
も
土
や
砂
利
な
ど
の
堆
積
物
の
間
を
う

ね
う
ね
と
巡
り
な
が
ら
流
れ
て
い
る
（
の
で
あ
ま
り
見
え
な
い
）
。
そ
の
中
で
、
登
封
県
の
東
南
三
十
里

の
こ
の
石
淙
は
、
嵩
山
の
東
の
谷
か
ら
の
流
れ
が
、
下
っ
て
穎
水
に
合
流
し
よ
う
と
い
う
あ
た
り
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
道
筋
は
高
低
が
あ
り
、
く
ね
く
ね
と
曲
が
っ
て
い
た
が
、
河
川
は
ど
こ
で
も
陸
地
面
か
ら
下
位

に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
こ
に
至
っ
て
、
流
れ
が
湧
き
上
が
る
よ
う
な
岩
々
に
ぶ
ち
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
巨
石
群
は
、
高
い
岸
辺
と
深
い
谷
の
間
に
聳
え
立
ち
、
一
夫
が
関
所
や
枢
要
の
地
を
守

っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
赴
き
で
あ
る
。
川
の
水
は
、
そ
れ
ら
の
巨
石
の
根
元
あ
た
り
に
至
っ
て
沸
き
立
っ

て
お
り
、
こ
こ
か
ら
水
と
石
と
が
融
和
し
た
世
界
が
始
ま
り
、
そ
の
美
し
さ
は
様
々
な
変
化
を
見
せ
て
い

る
。川

の
水
を
巡
る
両
岸
の
崖
は
、
あ
る
い
は
カ
サ
サ
ギ
が
屹
立
す
る
か
の
よ
う
、
ま
た
雁
が
並
び
飛
ん
で

い
る
か
の
よ
う
。
水
中
に
わ
だ
か
ま
る
巨
石
は
、
あ
る
い
は
水
を
飲
む
水
牛
の
よ
う
、
ま
た
伏
せ
る
虎
の

よ
う
。
低
く
小
さ
い
も
の
は
小
島
を
な
し
、
高
く
大
き
い
も
の
は
平
ら
な
台
を
な
す
。
石
が
大
き
く
な
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
水
面
か
ら
高
く
遠
ざ
か
る
。
更
に
ま
た
、
そ
の
岩
の
中
空
に
は
穴
が
穿
た
れ
、
石
窟
や
石

洞
を
な
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
石
と
崖
と
の
距
離
を
測
っ
て
み
れ
ば
、
わ
ず
か
八
尺
ほ
ど
し
か
な
い
が
、

蛇
行
す
る
川
の
両
端
の
最
高
距
離
を
測
れ
ば
、
数
十
尺
も
あ
る
。

水
が
渓
谷
の
中
を
流
れ
、
石
が
そ
の
上
に
屹
立
し
て
い
る
。
石
の
姿
は
露
出
し
た
骨
の
よ
う
で
あ
り
、

そ
れ
に
注
ぐ
水
の
流
れ
は
、
骨
を
覆
う
皮
膚
の
よ
う
で
あ
り
、
水
と
石
と
が
調
和
し
た
美
し
い
景
観
を
窮

め
尽
く
し
て
い
る
。
全
く
予
想
も
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
、
茅
や
葦
の
茂
る
水
辺
に
あ
っ
て
、
一
瞬
で
眼
の

塵
埃
を
洗
い
流
す
よ
う
な
、
す
ば
ら
し
い
光
景
に
出
会
え
る
と
は
。

《
５
》
告
成
鎮
か
ら
中
岳
廟
・
盧
巌
寺
へ

高
い
丘
に
登
り
、
西
に
十
里
行
く
と
告
成
鎮
で
あ
る
。
こ
こ
は
昔
の
告
成
県
の
場
所
で
あ
る
。
測
景
台

が
ま
ち
の
北
に
あ
る
。

西
北
に
二
十
五
里
行
く
と
、
中
岳
廟
で
あ
る
。
廟
に
東
華
門
か
ら
入
っ
た
と
き
、
既
に
太
陽
は
沈
も
う

と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
私
は
盧
巌
寺
へ
行
く
こ
と
を
渇
望
し
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
さ
ま
廟
の
東
北
へ
山

沿
い
の
道
を
登
っ
て
い
っ
た
。
幾
重
も
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
る
山
路
を
十
里
ば
か
り
行
き
、
転
じ
て
山

に
入
る
と
盧
巌
寺
に
行
き
着
い
た
。
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盧
巌
寺
を
数
歩
出
る
と
、
ご
う
ご
う
と
音
を
響
か
せ
な
が
ら
、
せ
ば
ま
っ
た
石
の
間
を
落
ち
る
瀧
が
あ

っ
た
。
両
岸
の
峡
谷
の
様
は
、
水
蒸
気
が
充
満
し
て
い
て
、
霞
に
被
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
。
瀧
の
流
れ

を
遡
っ
て
寺
の
後
ろ
側
へ
行
く
。
そ
こ
は
谷
底
か
ら
崖
が
そ
そ
り
立
っ
て
い
て
、
前
面
を
半
円
形
に
取
り

巻
き
、
上
か
ら
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
の
し
か
か
っ
て
、
下
の
方
は
削
ら
れ
て
引
っ
込
ん
で
い
る
か
の
如
く

で
あ
る
。
流
れ
落
ち
る
瀧
の
水
は
、
空
を
飛
ん
で
落
ち
て
き
て
、
美
し
い
彩
絹
が
舞
い
、
た
な
び
い
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
細
か
な
飛
沫
が
谷
中
に
充
満
し
て
い
る
。
そ
の
様
は
、
武
夷
山
の
水
簾
洞
に
も
劣

ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
水
を
得
る
こ
と
で
奇
勝
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
水
は
さ
ら
に
岩
石
を

得
る
こ
と
で
よ
く
な
り
、
岩
石
も
水
の
よ
さ
を
助
け
て
い
る
。
水
の
よ
さ
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に

水
を
飛
ば
し
て
い
る
わ
け
で
、
つ
ま
り
武
夷
山
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
瀑
布
の

下
を
徘
徊
し
て
い
る
と
、
盧
巌
寺
の
梵
音
和
尚
が
、
お
茶
と
点
心
で
も
て
な
し
て
く
れ
た
。
（
そ
の
後
）

急
い
で
中
岳
廟
に
戻
っ
た
が
、
既
に
夜
も
更
け
て
い
た
。

◆
中
岳
廟
に
泊
。

【
二
月
二
十
一
日
】

＊
中
岳
廟
か
ら
太
室
山
に
登
る
。
老
練
な
樵
夫
を
ガ
イ
ド
に
雇
い
、
ス
リ
ル
を
味
わ
い
な
が
ら
山
中
を
巡

る
。
下
り
は
、
南
下
す
る
正
道
で
は
な
く
、
険
峻
な
西
ま
わ
り
の
道
で
降
り
、
法
皇
寺
に
泊
。
た
だ
し
、

悪
天
候
で
景
色
は
見
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
訳
注
は
三
部
に
分
け
た
。

■
本
文
の
部

二
十
一
日

晨
、
謁
岳
帝
。
出
殿
、
東
向
太
室
絶
頂
。
按
嵩
當
天
地
之
中
、
祀
秩
排
列
次
序
爲
五
嶽
首
、

故
稱
嵩
高
、
與
少
室
並
峙
、
下
多
洞
窟
、
故
又
名
太
室
。
兩
室
相
望
如
雙
眉
、
然
少
室
嶙
峋
、
而
太
室
雄

厲
稱
尊
、
儼
若
負
扆
。
自
翠
微
以
上
、
連
崖
橫
亙
、
列
者
如
屏
、
展
者
如
旗
、
故
更
覺
巖
巖
。
崇
封
始
自

上
古
、
漢
武
以
嵩
呼
之
異
、
特
加
祀
邑
。
宋
時
逼
近
京
畿
、
典
禮
大
備
。
至
今
絶
頂
、
猶
傳
鐵
梁
橋
・
避

暑
寨
之
名
。
當
盛
之
時
、
固
想
見
矣
。

太
室
東
南
一
支
、
曰
黄
蓋
峯
。
峯
下
即
岳
廟
。
規
制
宏
壯
。
庭
中
碑
石
矗
立
、
皆
宋
・
遼
以
來
者
。

登
岳
正
道
、
乃
在
萬
歳
峯
下
、
當
太
室
正
南
。
余
昨
趨
盧
巖
時
、
先
過
東
峯
、
道
中
見
峯
巒
秀
出
、
中
裂

如
門
、
或
指
爲
金
峯
玉
女
溝
、
從
此
亦
有
路
登
頂
、
乃
覓
樵
預
期
爲
導
、
今
遂
從
此
上
。
近
秀
出
處
、
路

漸
折
。
避
之
、
險
絶
不
能
徑
越
也
。
北
就
土
山
、
一
縷
僅
容
攀
躋
、
約
二
十
里
、
遂
越
東
峯
、
已
轉
出
裂

門
之
上
。
西
度
狹
脊
、
望
絶
頂
行
。
是
日
濃
雲
如
潑
墨
、
余
不
爲
止
。
至
是
嵐
氣
愈
沉
、
稍
開
則
下
絶
壁

重
崖
、
如
列
綃
削
玉
、
合
則
如
行
大
海
中
。
五
里
、
抵
天
門
。
上
下
皆
石
崖
重
疊
、
路
多
積
雪
。
導
者
指

峻
絶
處
爲
大
鐵
梁
橋
。
折
而
西
、
又
三
里
、
繞
峯
南
下
、
得
登
高
巖
。
凡
巖
幽
者
多
不
暢
、
暢
者
又
少
廻

藏
映
帶
之
致
。
此
巖
上
倚
層
崖
、
下
臨
絶
壑
。
洞
門
重
巒
擁
護
、
左
右
環
倚
臺
嶂
。
初
入
、
有
洞
岈
然
、

洞
壁
斜
透
。
穿
行
數
武
、
崖
忽
中
斷
五
尺
、
莫
可
著
趾
。
導
者
故
老
樵
、
狷
捷
如
猿
猴
、
側
身
躍
過
對
崖
、

取
木
二
枝
、
橫
架
爲
閣
道
。
既
度
、
則
巖
穹
然
上
覆
、
中
有
乳
泉
・
丹
竈
・
石
榻
諸
勝
。
從
巖
側
躋
而
上
、

更
得
一
臺
。
三
面
懸
絶
壑
中
。
導
者
曰
、「
下
可
瞰
登
封
、
遠
及
箕
・
潁
。」
時
濃
霧
四
塞
、
都
無
所
見
。

出
巖
、
轉
北
二
里
、
得
白
鶴
觀
址
。
址
在
山
坪
、
去
險
就
夷
、
孤
松
挺
立
有
曠
致
。
又
北
上
三
里
、
始
躋

絶
頂
。
有
眞
武
廟
三
楹
。
側
一
井
、
甚
瑩
、
曰
御
井
、
宋
眞
宗
避
暑
所
濬
也
。

飯
眞
武
廟
中
。
問
下
山
道
、
導
者
曰
、
「
正
道
從
萬
歳
峯
抵
麓
二
十
里
。
若
從
西
溝
懸
溜
而
下
、
可
省
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其
半
。
然
路
極
險
峻
。
」
余
色
喜
。
謂
嵩
無
奇
、
以
無
險
耳
。
亟
從
之
、
遂
策
杖
前
。
始
猶
依
巖
凌
石
、

披
叢
條
以
降
。
既
而
從
兩
石
峽
溜
中
直
下
、
仰
望
夾
崖
逼
天
。
先
是
峯
頂
霧
滴
如
雨
、
至
此
漸
開
、
景
亦

漸
奇
。
然
皆
垂
溝
脱
磴
、
無
論
不
能
行
、
且
不
能
止
。
愈
下
、
崖
勢
愈
壯
、
一
峽
窮
、
復
轉
一
峽
。
吾
目

不
使
旁
瞬
、
吾
足
不
容
求
息
也
。
如
是
十
里
、
始
出
峽
、
抵
平
地
、
得
正
道
。
過
無
極
洞
。
西
越
嶺
、
趨

草
莽
中
、
五
里
、
得
法
皇
寺
。
寺
有
金
蓮
花
、
爲
特
產
、
他
處
所
無
。
山
雨
忽
來
、
遂
借
榻
僧
寮
。
其
東

石
峯
夾
峙
、
毎
月
初
生
、
正
從
峽
中
出
、
所
稱
「
嵩
門
待
月
」
也
。
計
余
所
下
之
峽
、
即
在
其
上
。
今
坐

對
之
、
只
覺
雲
氣
出
沒
、
安
知
身
自
此
中
來
也
。

■
訳
注
の
部

［
そ
の
一
］

●
訓
訳

二
十
一
日

晨
に
、
岳
帝
に
謁
す
。

殿
を
出
で
、
東
よ
り
太
室
の
絶
頂
に
向
か
ふ
。
按
ず
る
に
、
嵩
は
天
地
の
中
に
當
り
て
、
祀
秩
の
次
序

は
五
嶽
の
首
た
り
、
故
に
嵩
高
と
稱
す
。
少
室
と
並
び
峙
し
、
下
に
洞
窟
多
し
、
故
に
又

太
室
と
名
す
。

兩
室
の
相
望
む
こ
と
雙
眉
の
如
し
、
然
し
て
少
室
は
嶙
峋
に
し
て
、
太
室
は
雄
厲
に
し
て
尊
と
稱
し
、
儼

た
る
こ
と
扆
を
負
ふ
が
若
し
。
翠
微
よ
り
以
上
、
連
崖
橫
亙
し
、
列
す
る
者
は
屏
の
如
く
、
展
す
る
者
は

旗
の
如
し
、
故
に
更
に
巖
巖
を
覺
ゆ
。
崇
封
は
上
古
よ
り
始
ま
り
、
漢
武
は
嵩
呼
の
異
を
以
て
、
特
に
祀

邑
を
加
は
ふ
。
宋
の
時
は
京
畿
に
逼
近
に
し
て
、
典
禮
大
い
に
備
は
る
。
今
に
至
る
に
絶
頂
に
、
猶
ほ
鐵

梁
橋
・
避
暑
寨
の
名
を
傳
ふ
。
當
盛
の
時
、
固
よ
り
想
見
せ
ん
。

●
語
注

○
東

中
岳
廟
は
太
室
山
の
東
端
に
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
は
「
東
か
ら
」
と
解
し
た
。

○
太
室

嵩
山
は
大
き
く
分
け
て
、
東
西
に
横
た
わ
る
山
塊
で
あ
る
太
室
山
と
、
そ
の
西
端
か
ら
南
北
に

横
た
わ
る
山
塊
の
少
室
山
か
ら
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
峯
が
あ
る
。

○
天
地
之
中

五
岳
の
中
心
の
中
岳
ゆ
え
、
世
界
の
中
心
と
な
る
。
前
述
の
通
り
、
世
界
遺
産
の
登
録
名

も
こ
れ
で
あ
る
。

○
嵩
高

嵩
山
は
嵩
高
山
と
も
称
さ
れ
る
。

○
嶙
峋

山
や
谷
が
重
な
り
遭
っ
て
い
る
様
。

○
嵩
呼
之
異

元
封
元
年
（
前
一
一
○
）
の
嵩
山
祭
祀
の
際
、
武
帝
に
随
行
し
た
臣
下
達
が
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
「
万
歳
」
の
声
を
聞
い
た
と
い
う
。
こ
れ
を
奇
瑞
と
見
た
武
帝
は
、
嵩
山
へ
の
尊
崇
を
よ
り
高

く
し
、
嵩
山
の
南
麓
に
、
神
を
祀
る
た
め
の
、
三
百
戸
の
邑
を
創
設
し
た
。
こ
れ
が
嵩
高
邑
と
い
う
ま
ち

で
、
の
ち
の
登
封
市
で
あ
る
。

○
鐵
梁
橋

後
出
す
る
が
、
中
腹
に
聳
え
る
一
対
の
岩
。
峡
谷
を
は
さ
ん
で
両
側
か
ら
石
板
が
斜
め
に
突

き
出
し
て
い
る
と
い
う
。

●
口
語
訳

［
二
十
一
日
］

《
６
》
太
室
山
概
説

早
朝
に
、
中
岳
廟
に
参
る
。

大
殿
を
出
て
、
東
か
ら
太
室
山
の
頂
上
へ
向
か
う
。
思
う
に
、
嵩
山
は
「
天
地
之
中
」
と
称
さ
れ
る
と
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こ
ろ
に
あ
た
っ
て
い
て
、
祭
り
の
等
級
と
し
て
は
五
岳
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
、
だ
か
ら
「
嵩
高
」
と
称
さ
れ

る
。
少
室
山
と
対
峙
し
て
お
り
、
山
下
に
は
洞
窟
が
多
く
あ
る
。
そ
こ
で
「
太
室
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
両
室
山
が
向
か
い
合
っ
て
い
る
様
は
、
ま
る
で
一
対
の
眉
の
よ
う
で
あ
る
が
、
少
室
山
が
で
こ
ぼ
こ

と
高
低
が
あ
る
の
に
対
し
、
太
室
山
は
雄
々
し
く
す
っ
く
と
聳
え
て
い
て
、
自
ら
の
高
い
位
を
誇
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
厳
め
し
さ
は
屏
風
を
背
負
っ
て
諸
侯
を
謁
見
す
る
帝
王
の
趣
が
あ
る
。
緑
が
か
っ

た
山
脚
よ
り
上
は
、
連
綿
と
崖
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
横
た
わ
り
、
並
ん
だ
屏
風
や
伸
展
さ
れ
た
旗
の
よ

う
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
と
さ
ら
に
厳
め
し
さ
を
感
じ
取
る
の
だ
ろ
う
。
嵩
山
が
尊
崇
さ
れ
封
建
さ
れ
る
の

は
上
古
よ
り
で
あ
り
、
漢
の
武
帝
は
「
万
歳
」
の
声
が
起
こ
っ
た
と
い
う
奇
瑞
に
よ
り
、
新
た
に
祭
祀
都

市
を
建
設
し
た
。
宋
の
時
代
は
、
首
都
の
開
封
に
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
重
視
さ
れ
、
祭
祀
の
典
礼
が

完
備
さ
れ
た
。
今
で
も
、
嵩
山
の
頂
上
に
は
、
鉄
梁
橋
・
避
暑
寨
の
名
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

最
盛
期
の
様
が
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

［
そ
の
二
］

●
訓
訳

太
室
の
東
南
に
一
支
あ
り
、
黄
蓋
峯
と
曰
ふ
。
峯
下
は
即
ち
岳
廟
な
り
。
規
制
宏
壯
な
り
。
庭
中
に
碑

石
矗
立
す
。
皆
な
宋
・
遼
以
來
の
者
な
り
。

岳
に
登
る
の
正
道
は
、
乃
ち
萬
歳
峯
の
下
に
在
り
て
、
太
室
の
正
南
に
當
る
。
余

昨
に
盧
巖
に
趨
き

し
時
、
先
ず
東
峯
を
過
ぎ
、
道
中
に
峯
巒
の
秀
出
す
る
を
見
る
。
中
ご
ろ
裂
け
る
こ
と
門
の
如
く
、
或
ひ

と
指
し
て
金
峯
玉
女
溝
と
な
し
、
此
よ
り
も
亦
た
路
の
頂
に
登
る
有
り
と
。
乃
ち
樵
を
覓
め
て
預
め
期
し

て
導
と
な
す
。
今

遂
に
此
よ
り
上
る
。
秀
出
す
る
の
處
に
近
づ
く
に
、
路

漸
く
折
る
。
之
を
避
け
ん

と
す
る
に
、
險
絶
に
し
て
徑
ち
に
越
ゆ
る
能
は
ざ
る
な
り
。
北
の
か
た
土
山
に
就
く
に
、
一
縷
の
僅
に

た
だ

攀
躋
を
容
る
る
あ
り
。
約
二
十
里
に
し
て
、
遂
に
東
峯
を
越
ゆ
。
已
に
轉
じ
て
裂
門
の
上
に
出
づ
。
西
の

か
た
狹
脊
を
度
り
、
絶
頂
を
望
み
て
行
く
。

是
の
日

濃
雲

墨
を
潑
す
る
が
如
き
も
、
余

爲
め
に
止
め
ず
。
是
に
至
り
て
嵐
氣
愈
々
沉
み
て
、

稍
く
開
け
ば
則
ち
下
に
絶
壁
重
崖
の
、
綃
を
列
ね
玉
を
削
る
が
如
き
を
瞰
る
。
合
す
れ
ば
則
ち
大
海
の
中

を
行
く
が
如
し
。

五
里
に
し
て
、
天
門
に
抵
る
。
上
下
皆
な
石
崖
重
疊
と
し
て
、
路
は
多
く
雪
を
積
む
。
導
び
く
者
、
峻

絶
の
處
を
指
さ
し
て
大
鐵
梁
橋
と
な
す
。
折
れ
て
西
し
、
又

三
里
に
し
て
、
峯
を
繞
り
て
南
に
下
り
登

高
巖
を
得
た
り
。
凡
そ
巖
の
幽
な
る
者
は
暢
せ
ざ
る
者
多
く
、
暢
す
る
者
は
又

廻
藏
映
帶
の
致

少
な

し
。
此
の
巖
は
上
は
層
崖
に
倚
り
、
下
は
絶
壑
に
臨
む
。
洞
門
は
重
巒
擁
護
し
、
左
右
は
臺
嶂
に
環
り
倚

る
。初

め
て
入
る
に
、
洞
の
岈
然
た
る
有
り
、
洞
壁
斜
透
せ
り
。
穿
行
す
る
こ
と
數
武
に
し
て
、
崖
は
忽
ち

中
斷
し
て
五
尺
な
り
、
趾
を
著
く
べ
き
な
し
。
導
び
く
者
は
故
老
の
樵
に
し
て
、
狷
捷
な
る
こ
と
猿
猴
の

如
く
、
身
を
側
だ
て
て
躍
り
て
對
崖
を
過
ぎ
、
木
二
枝
を
取
り
て
、
橫
架
し
て
閣
道
と
な
す
。
既
に
度
れ

ば
、
則
ち
巖
の
穹
然
と
し
て
上
に
覆
ひ
、
中
に
は
乳
泉
・
丹
竈
・
石
榻
の
諸
勝
有
り
。

巖
側
よ
り
躋
み
て
上
れ
ば
、
更
に
一
臺
を
得
。
三
面

壑
中
に
懸
絶
た
り
。
導
び
く
者
の
曰
は
く
、「
下

は
登
封
を
瞰
る
べ
し
、
遠
き
は
箕
・
潁
に
及
ぶ
」
と
。
時
に
濃
霧
四
塞
し
、
都
て
見
る
所
無
し
。
巖
を
出

で
、
轉
じ
て
北
に
二
里
に
し
て
、
白
鶴
觀
の
址
を
得
。
址
は
山
坪
に
在
り
、
險
を
去
り
て
夷
に
就
き
、
孤

松
挺
立
し
て
曠
致
有
り
。

又

北
に
上
る
こ
と
三
里
に
し
て
、
始
め
て
絶
頂
を
躋
む
。
眞
武
廟
三
楹
有
り
。
側
に
一
井
あ
り
、
甚
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だ
瑩
な
り
、
御
井
と
曰
ふ
。
宋
眞
宗
の
暑
を
避
け
て
濬
す
る
所
な
り
。

●
語
注

○
黄
蓋
峯

太
室
三
十
六
峯
の
一
。
最
も
東
端
に
あ
る
。
海
抜
八
八
○
㍍
の
小
山
。

○
碑
石

中
岳
廟
に
は
、
百
を
超
え
る
石
碑
が
現
存
す
る
が
、
北
魏
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
中
岳
嵩

高
霊
廟
之
碑
」
に
は
徐
霞
客
は
言
及
し
て
い
な
い
。

○
遼

徐
名
山
注
は
、
金
元
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
い
う
。
徐
霞
客
が
書
に
興
味
が
な
い
わ
け
は
な
い
が
、

中
岳
廟
に
お
け
る
石
碑
の
叙
述
は
実
に
そ
っ
け
な
い
。

○
萬
歳
峯

太
室
三
十
六
峯
の
一
。
海
抜
九
百
九
十
八
㍍
。
漢
の
武
帝
が
訪
れ
た
と
き
、
こ
の
峯
の
あ
た

り
か
ら
「
万
歳
」
の
声
が
聞
こ
え
た
こ
と
に
ち
な
む
命
名
だ
と
い
う
。

○
東
峯

黄
蓋
峯
の
こ
と
。

○
金
峯
玉
女
溝

嵩
山
東
南
の
谷
の
ひ
と
つ
。

○
折

折
れ
る
、
あ
る
い
は
絶
っ
て
い
る
。

○
天
門

嵩
門
と
も
い
う
。
桂
輪
峯
の
頂
に
聳
え
る
岩
が
、
半
円
形
で
欠
け
て
お
り
、
門
の
よ
う
に
見
え

る
。
仲
秋
の
こ
ろ
、
山
麓
の
法
王
寺
か
ら
こ
こ
を
眺
め
る
と
、
満
月
が
そ
こ
か
ら
登
り
、
あ
た
か
も
玉
鏡

を
嵌
め
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ
か
ら
中
岳
八
景
の
第
一
と
し
て
「
嵩
門
待
月
」
が
あ
る
。
宋
之
問

に
「
天
門
歌
」
が
あ
る
。

○
峯

ど
の
峯
か
不
詳
。

○
登
高
巌

高
登
崖
・
棲
静
崖
と
も
い
う
。
巨
大
な
岩
の
か
た
ま
り
で
、
南
側
の
崖
に
洞
窟
が
あ
る
。

○
暢

暢
通
。
滞
る
こ
と
な
く
通
る
。
の
び
や
か
な
様
。

○
廻
藏
映
帶

徐
名
山
注
に
よ
れ
ば
、
曲
が
り
、
隠
し
、
映
え
合
う
。
今
ひ
と
つ
よ
く
分
か
ら
な
い
。

○
洞

「
説
嵩
」
で
は
石
室
と
い
い
、
「
登
封
市
志
」
で
は
嵩
山
洞
・
二
仙
洞
と
い
う
。

○
乳
泉

「
説
嵩
」
に
あ
り
、
巌
の
上
に
水
が
浸
み
だ
し
て
い
る
と
い
う
。

○
丹
竈

「
説
嵩
」
に
丹
竈
盆
と
あ
り
、
乳
泉
の
水
が
た
ま
っ
た
窪
み
。

○
石
榻

不
詳
。

○
箕

箕
山
。

○
穎

穎
水
。

○
白
鶴
観
址

「
説
嵩
」
に
よ
れ
ば
、
周
代
の
神
仙
李
八
百
が
煉
薬
し
て
い
た
と
こ
ろ
白
鶴
が
集
ま
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
の
命
名
、
ま
た
浮
丘
伯
が
王
子
晋
と
こ
も
り
白
鶴
に
乗
っ
て
昇
仙
し
た
こ
と
に
ち
な
む
と

も
い
う
。

○
曠
致

ひ
ろ
び
ろ
、
清
ら
か
な
趨
き
。

○
真
武
廟

真
武
君
を
祀
る
廟
。
「
嵩
書
」
に
玄
帝
廟
が
あ
り
、
玄
亀
峯
の
上
に
あ
っ
て
、
天
池
・
玉
井

が
あ
る
と
い
う
。

○
御
井

不
詳
。「
嵩
書
」「
説
嵩
」
の
玉
井
か
。

○
宋
眞
宗

北
宋
三
台
皇
帝
、
趙
垣
（
九
六
八
～
一
○
二
二
、
即
位
九
九
七
）
。
大
中
祥
府
元
年
（
一
○

○
八
）
、
泰
山
で
封
禅
を
行
っ
て
い
る
。

○
濬

井
戸
を
掘
る
こ
と
。

●
口
語
訳

《
７
》
太
室
山
に
登
る
―
黄
蓋
峯
・
天
門
峯
・
登
高
巌
・
白
鶴
観
跡
・
頂
上
真
武
廟
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太
室
山
の
東
南
に
延
び
る
支
脈
が
あ
り
、
そ
の
端
を
黄
蓋
峯
と
い
う
。
そ
の
峯
の
麓
が
中
岳
廟
に
な
る
。

廟
は
規
模
が
広
々
と
し
て
壮
観
で
あ
る
。
庭
中
に
は
石
碑
が
多
く
立
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
宋
・
遼
以

来
の
も
の
で
あ
る
。

太
室
山
に
登
る
本
道
は
、
万
歳
峯
の
下
に
あ
っ
て
、
太
室
山
の
真
南
に
当
た
る
。
私
は
昨
日
、
盧
巌
寺

に
行
っ
た
と
き
、
先
ず
黄
蓋
峯
（
の
側
）
を
通
り
過
ぎ
た
が
、
そ
の
道
中
で
秀
で
た
峯
を
見
た
。
そ
れ
は

中
程
か
ら
門
の
よ
う
に
裂
け
て
お
り
、
あ
る
人
が
「
金
峯
玉
女
溝
」
だ
と
い
い
、
こ
こ
か
ら
も
頂
上
に
登

る
路
が
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
樵
夫
を
傭
い
、
ガ
イ
ド
と
し
て
案
内
し
て
も
ら
う
よ
う
手
配
を

し
て
お
い
た
。
そ
し
て
今
、
そ
の
道
か
ら
登
る
の
で
あ
る
。
峯
の
秀
で
て
い
る
と
こ
ろ
に
近
づ
い
て
い
く

と
、
道
が
次
第
に
切
れ
切
れ
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
を
避
け
よ
う
と
す
る
が
、
険
し
く
切
り
立
っ
て
い
て

そ
の
ま
ま
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
北
へ
向
か
い
土
の
山
に
取
り
付
い
て
み
れ
ば
、
や
っ
と
登

る
手
が
か
り
を
得
ら
れ
る
ほ
ど
の
小
道
が
あ
っ
た
。
二
十
里
ば
か
り
も
進
ん
で
、
よ
う
や
く
黄
蓋
峯
を
越

え
た
。
そ
こ
は
先
に
見
た
金
峯
玉
女
溝
の
上
に
出
て
い
た
。
西
へ
と
狭
い
尾
根
道
を
越
え
、
絶
頂
を
目
指

し
て
進
む
。

こ
の
日
は
濃
い
雲
が
墨
を
散
ら
し
塗
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
私
は
山
行
を
や
め
な
か
っ
た
。
そ
れ
が

こ
の
こ
ろ
に
な
っ
て
山
中
の
霧
が
少
し
沈
静
し
、
や
や
開
け
る
と
眼
下
に
彩
絹
を
連
ね
た
り
、
玉
を
削
っ

た
よ
う
な
、
重
な
る
絶
壁
が
見
え
た
が
、
ま
た
霧
が
合
わ
さ
る
と
大
海
の
中
を
行
く
の
と
同
じ
よ
う
な
状

態
に
な
っ
た
。

五
里
で
天
門
峯
に
至
っ
た
。
そ
の
上
の
方
も
下
の
方
も
、
重
な
る
石
の
崖
が
続
い
て
お
り
、
路
に
は
多

く
雪
が
積
も
っ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
が
最
も
険
峻
な
と
こ
ろ
を
指
さ
し
て
、
大
鉄
梁
橋
だ
と
教
え
て
く
れ
る
。

そ
こ
か
ら
折
れ
て
西
に
三
里
行
き
、
峯
を
廻
っ
て
南
に
下
る
と
登
高
巌
で
あ
る
。
い
っ
た
い
幽
深
さ
を
帯

び
た
岩
は
す
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
も
の
が
多
い
し
、
す
っ
き
り
と
し
た
岩
は
曲
が
っ
た
り
、
ぼ
ん
や
り

と
し
て
い
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
映
え
合
う
と
い
う
趣
を
持
っ
た
も
の
は
少
な
い
。
し
か
し
こ
の
岩
は
、
上

は
重
な
る
崖
に
よ
り
か
か
り
、
下
は
絶
壁
に
臨
ん
で
い
る
。
ま
た
開
い
た
洞
窟
の
門
は
重
な
る
山
々
が
守

っ
て
お
り
、
左
右
に
は
台
や
屏
風
の
よ
う
な
峯
々
が
取
り
巻
い
て
い
る
。

岩
の
あ
た
り
に
入
る
と
、
深
く
大
き
な
洞
窟
が
あ
る
。
洞
窟
は
斜
め
に
口
を
開
い
て
い
る
。
数
歩
入
っ

て
み
る
と
、
崖
が
突
然
途
切
れ
て
五
尺
ば
か
り
の
穴
が
出
現
し
た
。
足
を
置
く
間
も
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
は
古
老
の
樵
夫
で
あ
る
が
、
そ
の
身
の
軽
さ
は
猿
の
よ
う
で
、
体
を
傾
け
て
躍
り
上
が
っ
て
対
岸

に
飛
び
つ
き
、
そ
こ
に
あ
っ
た
二
本
の
木
の
枝
を
取
っ
て
、
臨
時
の
橋
と
し
て
く
れ
る
。
そ
こ
を
渡
る
と
、

ド
ー
ム
の
よ
う
な
岩
が
上
か
ら
の
し
か
か
っ
て
き
て
、
そ
の
中
に
乳
泉
・
丹
竈
・
石
榻
な
ど
の
名
勝
が
あ

っ
た
。

登
高
巌
の
側
ら
か
ら
よ
じ
登
る
と
、
ま
た
ひ
と
つ
の
平
台
が
あ
っ
た
。
谷
の
中
に
突
き
出
し
て
い
て
、

三
面
が
空
に
懸
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
絶
壁
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
が
言
う
に
は
「
こ
こ
か
ら
下
へ
は
登
封

県
城
が
見
え
、
遠
く
は
箕
山
や
穎
水
が
見
え
る
」
と
。
し
か
し
こ
の
時
は
濃
霧
が
あ
た
り
に
立
ち
こ
め
、

全
く
何
も
見
え
な
か
っ
た
。
巌
を
離
れ
、
転
じ
て
北
に
二
里
で
白
鶴
観
の
址
に
出
た
。
そ
こ
は
山
の
窪
地

に
あ
っ
て
、
険
峻
な
と
こ
ろ
か
ら
は
離
れ
て
い
て
、
平
ら
な
場
所
で
あ
り
、
一
本
の
松
が
す
っ
く
と
立
っ

て
い
て
、
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
清
ら
か
な
趣
が
あ
っ
た
。

ま
た
北
に
三
里
登
り
、
や
っ
と
頂
上
を
極
め
た
。
三
棟
か
ら
な
る
真
武
廟
が
あ
っ
た
。
側
ら
に
井
戸
が

あ
っ
た
。
水
は
甚
だ
清
ら
か
で
透
明
で
あ
る
。
御
井
と
言
う
。
宋
の
真
宗
が
避
暑
で
訪
れ
た
際
、
掘
ら
せ

た
も
の
だ
と
い
う
。
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［
そ
の
三
］

●
訓
訳

眞
武
廟
中
に
飯
す
。
下
山
の
道
を
問
ふ
に
、
導
び
く
者
の
曰
は
く
、
「
正
道
は
萬
歳
峯
よ
り
し
て
麓
に

抵
る
は
二
十
里
な
り
。
若
し
西
溝
よ
り
懸
溜
し
て
下
れ
ば
、
其
の
半
を
省
く
べ
し
。
然
れ
ど
も
路
は
險
峻

を
極
め
ん
」
と
。
余

色
喜
ぶ
。
謂
ふ
、
「
嵩
に
奇
無
き
は
、
險
無
き
を
以
て
な
る
の
み
」
と
。
亟
に
之

に
從
ひ
、
遂
に
杖
を
策
つ
き
て
前
む
。
始
め
は
猶
ほ
巖
に
依
り
石
を
凌
ぎ
、
叢
條
を
披
き
て
以
て
降
る
。

既
に
し
て
兩
石
の
峽
溜
せ
る
中
よ
り
直
ち
に
下
り
、
仰
ぎ
て
夾
崖
の
天
に
逼
る
を
望
む
。
是
よ
り
先
、
峯

頂

霧
滴

雨
の
如
し
。
此
に
至
り
て
漸
く
開
け
、
景
も
亦
た
漸
く
奇
な
り
。
然
れ
ど
も
皆
な
垂
溝
に
し

て
磴
を
脱
し
、
行
く
能
は
ざ
る
は
論
無
く
、
且
つ
止
ま
る
こ
と
能
は
ず
。
愈
々
下
れ
ば
、
崖
勢
愈
々
壯
に

し
て
、
一
峽
窮
ま
れ
ば
、
復
た
轉
じ
て
一
峽
あ
り
。
吾
が
目
旁
瞬
せ
し
め
ず
、
吾
が
足
求
息
を
容
れ
ざ
る

な
り
。
是
の
如
き
こ
と
十
里
に
し
て
、
始
め
て
峽
を
出
で
、
平
地
に
抵
り
、
正
道
を
得
。

無
極
洞
を
過
ぐ
。
西
し
て
嶺
を
越
え
、
草
莽
の
中
を
趨
る
こ
と
、
五
里
に
し
て
、
法
皇
寺
を
得
。
寺
に

金
蓮
花
有
り
、
特
產
た
り
、
他
處
に
無
き
所
な
り
。
山
雨
忽
ち
來
る
、
遂
に
榻
を
僧
寮
に
借
る
。
其
の
東

に
石
峯
夾
峙
し
、
月
の
初
め
て
生
る
る
毎
に
、
正
に
峽
中
よ
り
出
づ
。
所
稱
「
嵩
門
待
月
」
な
り
。
計
る

に
余
の
下
り
し
所
の
峽
は
、
即
ち
其
の
上
に
在
り
。
今

坐
し
て
之
に
對
す
れ
ば
、
只
だ
雲
氣
の
出
沒
す

る
を
覺
る
、
安
ん
ぞ
身
の
此
の
中
よ
り
來
る
を
知
ら
ん
や
。

●
語
注

○
懸
溜

一
般
に
は
、
小
さ
な
瀧
や
軒
先
か
ら
の
ほ
と
ば
し
り
の
よ
う
な
小
規
模
な
急
な
流
れ
。
湯
注
は

こ
れ
に
従
う
。
「
西
の
谷
の
小
さ
な
渓
流
沿
い
に
下
る
」
の
訳
と
な
ろ
う
。
徐
名
山
注
は
「
高
い
所
か
ら

滑
り
降
り
る
」
こ
と
と
言
い
、
朱
恵
栄
も
こ
れ
に
従
う
。
本
稿
も
こ
れ
に
従
う
。

○
不
能
行

進
む
こ
と
が
で
き
な
い
で
は
意
味
が
通
じ
が
た
い
。
自
分
の
意
の
ま
ま
に
は
進
め
な
い
、
と

い
う
こ
と
か
。

○
無
極
洞

「
嵩
書
」
に
象
極
洞
・
鶏
卵
洞
・
老
君
洞
、
「
説
嵩
」
に
は
鶏
卵
洞
の
名
を
伝
え
、
今
は
老

母
洞
・
無
極
洞
と
も
い
う
。
唐
代
に
潘
師
正
が
穿
っ
た
と
伝
え
る
。

○
法
皇
寺

法
王
寺
。
漢
の
明
帝
時
代
の
創
建
と
伝
え
る
古
刹
だ
が
、
お
そ
ら
く
仮
託
。
北
魏
に
は
存
し

た
。

○
金
蓮
花

黄
金
の
色
を
し
た
蓮
華
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
榻

長
椅
子
。
借
榻
で
、
一
休
み
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
。

●
口
語
訳

《
８
》
太
室
山
を
降
る

真
武
廟
で
昼
食
を
取
っ
た
。
下
山
の
道
筋
を
問
う
と
、
ガ
イ
ド
が
言
う
に
は
「
本
道
は
万
歳
峯
か
ら
麓

に
至
る
も
の
で
、
二
十
里
で
あ
る
。
も
し
西
の
谷
を
滑
り
降
り
れ
ば
、
路
程
は
半
分
に
で
き
る
。
け
れ
ど

も
路
は
険
峻
を
極
め
て
い
る
」
と
。
私
は
う
れ
し
く
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
「
嵩
山
に
奇
勝
が
少
な
い

の
は
、
険
峻
の
地
が
少
な
い
か
ら
」
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
（
だ
か
ら
険
峻
の
地
を
得
ら
れ
れ
ば
奇
勝

も
ま
た
得
ら
れ
る
と
考
え
た
。
）
そ
こ
で
速
や
か
に
そ
の
道
を
選
び
、
杖
を
つ
き
な
が
ら
進
む
こ
と
と
し

た
。
始
め
は
ま
だ
岩
に
取
り
付
き
、
石
を
踏
み
、
密
集
し
た
藪
を
開
き
な
が
ら
下
る
程
度
で
あ
っ
た
。
ま

も
な
く
両
側
か
ら
石
が
迫
っ
て
い
る
間
を
真
っ
直
ぐ
下
り
始
め
、
振
り
返
っ
て
仰
ぎ
見
れ
ば
、
両
側
の
崖

壁
が
天
を
被
い
塞
が
ん
か
と
い
う
様
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
峯
の
頂
上
で
は
霧
の
滴
が
雨
の
よ
う
に
垂
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れ
込
め
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
こ
に
至
っ
て
次
第
に
開
け
、
景
色
も
だ
ん
だ
ん
と
そ
の
奇
異
さ
を
表
し
て
き

た
。
け
れ
ど
も
ず
っ
と
、
急
で
す
べ
り
易
い
溝
が
続
い
て
い
て
、
階
段
の
よ
う
な
足
が
か
り
に
な
る
も
の

は
な
く
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
進
め
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
立
ち
止
ま
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
下
れ
ば
下
る
程
、
崖
の
形
勢
は
い
よ
い
よ
す
ご
い
も
の
と
な
り
、
ひ
と
つ
の
峡
谷
を
窮
め
た
と

思
っ
た
ら
、
ま
た
次
の
峡
谷
が
始
ま
っ
て
い
る
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
あ
た
り
を
見
回
す
余
裕
は
な
く
、
一

瞬
た
り
と
も
足
を
止
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
ん
な
調
子
が
十
里
続
き
、
や
っ
と
峡
谷
を
抜
け
て
、
平

地
に
至
っ
て
、
本
道
に
出
た
。

《
９
》
太
室
山
―
法
王
寺

無
極
洞
を
通
り
過
ぎ
る
。
西
へ
向
か
っ
て
山
嶺
を
越
え
、
草
ぼ
う
ぼ
う
の
中
を
足
を
急
が
せ
る
こ
と
五

里
に
し
て
、
法
王
寺
に
至
っ
た
。
寺
に
は
金
蓮
花
が
あ
り
、
特
産
で
、
他
所
に
は
無
い
も
の
で
あ
る
。
雨

が
急
に
降
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
僧
人
の
小
屋
で
雨
宿
り
を
す
る
。
東
の
方
に
石
の
峯
が
門
の
よ
う
に
向
か

い
合
っ
て
聳
え
て
い
る
の
が
見
え
る
が
、
新
月
の
度
に
、
そ
の
門
の
間
か
ら
月
が
昇
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
、
嵩
山
八
景
の
ひ
と
つ
「
嵩
門
待
月
」
で
あ
る
。
振
り
返
る
に
、
私
が
下
っ
て
き
た
峡
谷
は
、
見
え
て

い
る
峡
谷
の
上
に
あ
た
る
。
今
、
麓
で
座
っ
て
眺
め
て
み
る
と
、
た
だ
雲
気
が
出
入
り
し
て
い
る
だ
け
の

よ
う
に
見
え
、
我
が
身
が
そ
こ
か
ら
降
り
て
き
た
こ
と
な
ど
想
像
の
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
だ
。

◆
お
そ
ら
く
法
王
寺
に
泊
。

【
二
月
二
十
二
日
】

＊
太
室
山
南
麓
に
展
開
す
る
嵩
陽
宮
址
な
ど
を
参
観
し
、
一
旦
中
岳
廟
へ
戻
る
。
昼
食
を
取
っ
た
後
、
西

へ
向
か
い
、
登
封
県
城
を
通
り
過
ぎ
て
、
郭
店
か
ら
西
南
に
折
れ
、
少
林
寺
に
入
っ
て
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
二
日

出
山
、
東
行
五
里
、
抵
嵩
陽
宮
廢
址
。
惟
三
將
軍
柏
鬱
然
如
山
、
漢
所
封
也
。
大
者
圍
七

人
、
中
者
五
、
小
者
三
。
柏
之
北
、
有
室
三
楹
、
祠
二
程
先
生
。
柏
之
西
、
有
舊
殿
石
柱
一
、
大
半
沒
於

土
、
上
多
宋
人
題
名
、
可
辨
者
爲
范
陽
祖
無
擇
・
上
谷
寇
武
仲
及
蘇
才
翁
數
人
而
已
。
柏
之
西
南
、
雄
碑

傑
然
、
四
面
刻
蛟
螭
甚
精
。
右
則
爲
唐
碑
、
裴
迥
撰
文
、
徐
浩
八
分
書
也
。

又
東
二
里
、
過
崇
福
宮
故
址
、
又
名
萬
壽
宮
、
爲
宋
宰
相
提
點
處
。
又
東
爲
啓
母
石
、
大
如
數
間
屋
、

側
有
一
平
石
如
砥
。
又
東
八
里
、
還
飯
岳
廟
。
看
宋
・
元
碑
。
西
八
里
、
入
登
封
縣
。
西
五
里
、
從
小
徑

西
北
行
。
又
五
里
、
入
會
善
寺
、
「
茶
榜
」
在
其
西
小
軒
内
、
元
刻
也
。
後
有
一
石
碑
仆
牆
下
、
爲
唐
貞

元
『
戒
壇
記
』
、
汝
州
刺
史
陸
長
源
撰
文
、
河
南
陸
郢
書
。
又
西
爲
戒
壇
廢
址
、
石
上
刻
鏤
極
精
工
、
倶

斷
委
草
礫
。
西
南
行
五
里
、
出
大
路
。
又
十
里
、
至
郭
店
。
折
而
西
南
、
爲
少
林
道
。
五
里
、
入
寺
、
宿

瑞
光
上
人
房
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
二
日

山
を
出
で
、
東
に
行
く
こ
と
五
里
に
し
て
、
嵩
陽
宮
の
廢
址
に
抵
る
。
惟
だ
三
將
軍
柏
の

み
鬱
然
と
し
て
山
の
如
し
。
漢
の
封
ぜ
し
所
な
り
。
大
な
る
者
は
圍
七
人
に
し
て
、
中
な
る
者
は
五
、
小

な
る
者
は
三
な
り
。
柏
の
北
に
、
室
の
三
楹
な
る
有
り
、
二
程
先
生
を
祠
る
。
柏
の
西
に
、
舊
殿
の
石
柱
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一
有
り
、
大
半
は
土
に
没
す
。
上
に
宋
人
の
題
名
多
し
、
辨
ず
べ
き
者
は
范
陽
の
祖
無
擇
・
上
谷
の
寇
武

仲
及
び
蘇
才
翁
ら
數
人
の
み
。
柏
の
西
南
に
は
、
雄
碑
傑
然
た
り
て
、
四
面
に
蛟
螭
を
刻
せ
る
こ
と
甚
だ

精
な
り
。
右
は
則
ち
唐
の
碑
た
り
、
裴
迥
文
を
撰
し
、
徐
浩
八
分
に
て
書
せ
り
。

又

東
に
二
里
に
し
て
、
崇
福
宮
の
故
址
を
過
ぐ
、
又

萬
壽
宮
と
名
す
、
宋
の
宰
相
提
點
の
處
た
り
。

又

東
す
れ
ば
啓
母
石
た
り
、
大
な
る
こ
と
數
間
の
屋
の
如
し
、
側
に
一
平
石
の
砥
の
如
き
有
り
。

又

東
に
八
里
に
し
て
、
還
り
て
岳
廟
に
飯
す
。
宋
・
元
の
碑
を
看
る
。

西
に
八
里
に
し
て
、
登
封
縣
に
入
る
。

西
に
五
里
に
し
て
、
小
徑
よ
り
西
北
に
行
く
。

又

五
里
に
し
て
、
會
善
寺
に
入
る
。
「
茶
榜
」
其
の
西
の
小
軒
の
内
に
在
り
、
元
刻
な
り
。
後
ろ
に

一
石
碑
の
牆
下
に
仆
れ
る
有
り
、
唐
の
貞
元
の
「
戒
壇
記
」
た
り
。
汝
州
刺
史
の
陸
長
源

文
を
撰
し
、

河
南
の
陸
郢

書
す
。

又

西
す
れ
ば
戒
壇
廢
址
た
り
、
石
上
の
刻
鏤

精
工
を
極
む
、
倶
に
草
礫
に
斷
委
せ
り
。

西
南
に
行
く
こ
と
五
里
に
し
て
、
大
路
に
出
づ
。

又

十
里
に
し
て
、
郭
店
に
至
る
。
折
れ
て
西
南
す
れ
ば
、
少
林
の
道
た
り
。

五
里
に
し
て
、
寺
に
入
る
。
瑞
光
上
人
の
房
に
宿
す
。

●
語
注

○
嵩
陽
宮
廢
址

現
在
嵩
陽
書
院
が
あ
る
と
こ
ろ
。
こ
こ
は
北
魏
太
和
八
年
（
四
八
四
）
に
嵩
陽
寺
が
創

建
さ
れ
る
。
「
洛
陽
伽
藍
記
」
巻
五
末
に
「
嵩
高
中
有
間
居
寺
・
棲
禅
寺
・
嵩
陽
寺
・
道
場
寺
。
上
有
中

頂
」
と
あ
る
。
隋
大
業
八
年
（
六
一
二
）
に
は
嵩
陽
観
と
い
う
名
の
道
教
施
設
に
変
わ
り
、
唐
高
宗
の
弘

道
元
年
（
六
八
三
）
に
は
皇
帝
の
行
宮
と
も
な
っ
て
い
る
。
五
代
期
に
は
講
学
の
場
と
も
な
り
、
後
唐
顕

徳
二
年
（
九
五
五
）
に
は
、
太
乙
書
院
と
命
名
さ
れ
た
。
宋
至
道
三
年
（
九
九
七
）
に
は
太
室
書
院
の
額

を
賜
与
さ
れ
、
景
祐
二
年
（
一
○
三
五
）
に
嵩
陽
書
院
の
名
を
賜
っ
た
。
宋
代
に
は
、
後
述
の
二
程
子
ほ

か
、
司
馬
光
や
朱
子
な
ど
も
講
学
し
、
雎
陽
書
院
・
岳
麓
書
院
・
白
鹿
洞
書
院
と
と
も
に
、
四
大
書
院
に

数
え
ら
れ
る
ほ
ど
栄
え
た
。
し
か
し
金
代
に
入
る
と
書
院
は
廃
さ
れ
、
嵩
陽
宮
と
い
う
道
教
施
設
に
変
わ

っ
た
が
、
そ
れ
も
や
が
て
廃
れ
た
。
明
嘉
靖
七
年
（
一
五
二
八
）
に
、
知
県
侯
泰
が
柏
（
後
述
）
の
あ
た

り
に
嵩
陽
書
院
と
二
程
祠
を
再
建
し
た
が
、
そ
れ
も
明
末
に
は
破
壊
さ
れ
た
（
明
代
に
嵩
陽
書
院
が
再
建

さ
れ
た
場
所
と
、
五
代
か
ら
金
代
ま
で
書
院
が
あ
っ
た
場
所
と
に
つ
い
て
は
、
同
じ
所
と
す
る
資
料
と
、

異
な
る
と
す
る
資
料
と
が
あ
る
）
。
徐
霞
客
が
訪
れ
た
の
は
、
こ
の
段
階
な
の
で
、
三
本
の
将
軍
柏
と
石

碑
が
残
る
の
み
。
清
康
煕
年
間
に
再
建
さ
れ
、
書
院
と
し
て
の
機
能
も
復
活
、
「
嵩
岳
廟
志
」
「
（
康
煕
）

登
封
県
志
」
「
説
嵩
」
撰
述
に
関
わ
っ
た
景
日
昣
も
こ
こ
で
学
ん
で
い
る
。

○
三
將
軍
柏

漢
の
武
帝
が
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
嘆
し
、
将
軍
に
任
じ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
最
も

小
さ
い
も
の
は
、
清
康
煕
年
間
に
焼
失
し
、
今
残
る
の
は
二
株
の
み
だ
が
、
徐
霞
客
訪
問
時
は
三
株
揃
っ

て
い
た
。

○
二
程
先
生

北
宋
の
儒
者
、
程
顥
（
一
○
三
二
～
一
○
八
五
）
号
明
道
、
程
頤
（
一
○
三
三
～
一
一
○

七
）
号
伊
川
兄
弟
。

○
舊
殿
石
柱

「
嵩
書
」
や
「
嵩
岳
遊
記
」
に
「
石
幢
（
は
た
）
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
か
。
「
名
勝
文
物

志
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
八
角
柱
で
高
さ
三
㍍
あ
り
、
も
と
も
と
四
本
あ
っ
た
こ
と
か
ら
房
舎
の
遺
蹟
で
あ

り
、
唐
代
に
韓
愈
ら
が
こ
こ
を
訪
れ
た
こ
と
が
、
宋
欧
陽
脩
の
撰
文
で
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し

文
化
大
革
命
中
に
、
唯
一
残
っ
て
い
た
一
本
も
破
壊
さ
れ
、
現
在
は
存
在
し
な
い
。
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○
范
陽
祖
無
擇

祖
無
擇
は
上
蔡
の
人
（
河
南
省
）
、
字
は
擇
之
。
煕
寧
年
間
（
一
○
六
八
～
一
○
七
七
）

に
任
官
し
た
記
録
が
あ
る
。
著
に
「
龍
学
文
集
」
（
「
四
庫
全
書
」
所
収
）
が
あ
る
。
「
宋
史
」
巻
三
三
一

本
伝
。
徐
霞
客
が
出
身
地
を
范
陽
（
河
北
省
）
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
徐
名
山
注
」
は
、
范
陽

が
原
籍
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
が
遼
の
支
配
下
で
あ
っ
た
た
め
、
後
に
「
上
蔡
の
人
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

○
上
谷
寇
武
仲

不
詳
。
上
谷
は
河
北
省
。
「
徐
名
山
注
」
は
、
煕
寧
六
年
（
一
○
七
三
）
に
祖
無
擇
と

寇
武
仲
が
嵩
山
を
訪
れ
た
と
す
る
。

○
蘇
才
翁

北
宋
、
銅
山
（
四
川
省
）
の
人
、
名
は
舜
元
。
才
翁
は
字
。
「
宋
史
」
巻
四
四
二
文
苑
伝
に

本
伝
が
あ
る
蘇
舜
欽
（
一
○
四
○
頃
出
世
）
の
兄
。
弟
の
伝
の
末
尾
に
数
文
の
記
載
が
あ
る
。

○
雄
碑
・
唐
碑

現
存
す
る
唐
碑
の
「
大
唐
嵩
陽
観
紀
聖
徳
感
応
之
碑
」
だ
ろ
う
。
高
さ
九m

、
幅
二m

、

厚
さ
が
一
㍍
あ
る
。
実
際
の
撰
文
は
李
林
甫
（
？
～
七
五
二
）
で
、
天
宝
三
年
（
七
四
四
）
二
月
五
日
の

建
立
。
玄
宗
皇
帝
が
不
老
長
生
の
術
を
求
め
た
こ
と
な
ど
を
記
す
。

○
蛟
螭

龍
の
た
ぐ
い
。

○
右

述
べ
て
き
た
雄
碑
を
指
す
。

○
裴
迥
撰
文

「
徐
名
山
注
」
に
よ
れ
ば
、
裴
迥
も
玄
宗
朝
の
人
で
、
撰
文
で
は
な
く
題
辞
を
揮
毫
し
た

の
み
と
い
う
。

○
徐
浩
八
分

徐
浩
は
玄
宗
朝
の
書
家
。
八
分
は
書
体
で
、
隷
書
と
紛
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

○
崇
福
宮

漢
元
封
元
年
（
前
一
一
○
）
に
武
帝
が
嵩
山
に
登
っ
た
際
、
万
歳
の
声
が
聞
こ
え
た
と
い
う
。

そ
の
山
が
万
歳
峯
で
あ
り
、
山
麓
に
万
歳
観
を
作
ら
せ
た
の
が
始
ま
り
。
そ
の
後
太
乙
祠
が
作
ら
れ
、
唐

高
宗
の
時
に
太
乙
観
と
名
を
変
え
る
。
宋
真
宗
朝
（
九
九
八
～
一
○
二
二
年
）
に
崇
福
宮
と
な
り
、
宗
教

施
設
や
娯
楽
施
設
が
重
建
さ
れ
、
栄
え
た
。
金
の
侵
入
で
破
壊
さ
れ
る
が
元
代
に
復
元
。
元
末
に
再
び
灰

燼
に
帰
す
る
が
明
代
に
入
っ
て
三
度
復
興
す
る
。
し
か
し
明
末
に
は
凋
落
し
、
遂
に
復
元
さ
れ
な
か
っ
た
。

徐
霞
客
が
訪
れ
た
時
に
は
す
で
に
建
築
物
は
存
在
し
て
い
な
い
。

○
提
點

宋
代
に
置
か
れ
た
点
検
調
査
す
る
官
職
。
訴
訟
や
刑
獄
を
掌
る
提
點
刑
獄
が
あ
る
が
、
道
観
を

点
検
す
る
提
點
宮
観
も
あ
り
、
初
め
は
名
士
が
務
め
た
。
の
ち
士
人
が
務
め
る
閑
職
と
な
り
、
名
儒
た
ち

の
一
時
的
な
隠
遁
職
と
し
て
、
そ
こ
が
伝
教
の
場
と
も
な
っ
た
。
崇
福
宮
の
提
點
を
務
め
た
も
の
に
、
范

仲
淹
・
司
馬
光
・
二
程
子
な
ど
が
お
り
、
南
宋
時
代
は
こ
の
地
は
遼
・
金
の
支
配
下
に
あ
っ
た
の
だ
が
、

朱
子
も
任
官
し
て
い
る
。

○
啓
母
石

十
㍍
四
方
の
巨
岩
で
、
塊
が
ひ
と
つ
剥
落
し
て
い
る
。「
漢
書
」
顔
師
古
注
引
く
「
淮
南
子
」

に
よ
れ
ば
、
禹
が
治
水
事
業
の
た
め
に
熊
に
変
身
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
妻
の
涂
山
氏
が
そ
れ
を
見
て
し
ま

い
、
獣
に
嫁
い
だ
こ
と
を
恥
じ
て
嵩
山
の
麓
で
石
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
丁
度
妊
娠
し
て
い
た
た
め
、
禹

が
「
子
ど
も
を
返
せ
」
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
、
岩
が
割
れ
て
息
子
の
啓
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

○
宋
元
碑

登
封
市
で
ま
と
ま
っ
た
碑
が
あ
る
の
は
、
少
林
寺
・
中
岳
廟
・
嵩
陽
書
院
。
中
岳
廟
で
は
、

北
魏
碑
の
ほ
か
、
宋
開
宝
六
年
（
九
七
三
）
の
「
新
修
嵩
岳
中
天
王
廟
碑
」
や
元
後
至
元
六
年
（
一
三
四

○
）
の
「
聖
旨
碑
」
な
ど
が
残
る
。

○
會
善
寺

北
魏
孝
文
帝
の
時
（
四
七
一
～
四
九
九
）
に
離
宮
が
建
て
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
。
北
魏
の
滅

亡
後
寺
院
と
な
り
、
隋
開
皇
中
（
五
八
一
～
六
○
○
）
に
会
善
寺
の
名
を
賜
る
。
唐
代
に
も
皇
室
か
ら
尊

崇
さ
れ
、
則
天
武
后
は
嵩
山
に
幸
す
れ
ば
会
善
寺
を
訪
れ
、
住
持
の
道
安
禅
師
を
国
師
と
あ
が
め
、
老
安

国
師
の
名
を
与
え
た
。
寺
は
安
国
寺
の
名
を
賜
る
。
禅
宗
系
の
高
僧
が
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
活
躍
し
、
天

文
学
家
と
し
て
も
高
名
な
一
行
も
こ
こ
で
修
行
し
、
瑠
璃
戒
壇
を
設
け
た
。
封
禅
寺
と
も
呼
ば
れ
た
。
後
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梁
代
に
破
壊
さ
れ
た
が
、
宋
の
太
祖
が
復
元
、
嵩
岳
瑠
璃
戒
壇
大
会
善
寺
の
名
を
賜
る
。
金
元
代
に
改
修

さ
れ
た
が
、
明
末
に
は
衰
亡
し
た
と
い
う
。
徐
霞
客
は
廃
れ
て
い
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
清
代
に
復
興

さ
れ
、
現
在
も
元
代
建
立
の
大
雄
殿
な
ど
が
残
る
。

○
茶
榜

石
碑
だ
ろ
う
が
、
「
説
嵩
」
に
し
か
記
録
が
な
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
僧
学
士
李
溥
光
の
書

で
、
峻
極
寺
に
移
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
徐
霞
客
が
「
元
刻
」
と
す
る
の
と
符
合
す
る
。
現
存
す
る
か
は

不
明
。

○
戒
壇
記

勅
戒
壇
碑
。
代
宗
大
暦
二
年
（
七
六
七
）
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、
裏
面
に
は
徳
宗
貞
元
十

一
年
（
七
九
五
）
陸
長
源
撰
文
の
「
戒
壇
記
」
が
彫
ら
れ
て
い
る
。「
全
唐
文
」
巻
五
百
十
所
収
。

○
汝
州
刺
史
陸
長
源

呉
県
の
人
。
文
学
に
長
じ
る
。
汝
州
刺
史
ほ
か
地
方
官
を
歴
任
し
た
が
、
部
下
の

反
乱
の
中
で
殺
さ
れ
た
。
「
唐
書
」
巻
一
五
一
本
伝
。

○
河
南
陸
郢

不
詳
。

○
戒
壇
廢
址

い
ま
も
遺
蹟
が
残
る
の
み
。

○
草
礫

草
む
ら
と
石
こ
ろ
。

○
斷
委

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
遺
棄
さ
れ
て
い
る
。

○
郭
店

現
在
も
同
名
の
集
落
が
あ
る
。

○
少
林

少
林
寺
。

○
瑞
光
上
人

不
詳
。

●
口
語
訳

［
二
十
二
日
］

《

》
太
室
山
南
麓
―
嵩
陽
宮
・
嵩
福
宮
・
啓
母
石

10
山
を
下
り
、
東
に
五
里
で
、
嵩
陽
宮
の
遺
蹟
に
至
る
。
三
本
の
将
軍
柏
だ
け
が
山
の
よ
う
に
鬱
蒼
と
茂

っ
て
い
る
。
漢
代
に
将
軍
と
し
て
封
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
も
大
き
い
も
の
は
大
人
七
抱
え
程
の
太

さ
が
あ
り
、
中
く
ら
い
の
も
の
は
五
抱
え
ほ
ど
、
最
も
小
さ
い
も
の
で
も
三
抱
え
ほ
ど
で
あ
る
。
将
軍
柏

の
北
に
、
三
間
の
室
が
あ
る
、
程
明
道
程
伊
川
両
先
生
を
祀
る
。
柏
の
西
に
は
昔
の
建
築
物
の
柱
が
一
本

残
っ
て
い
る
が
、
あ
ら
か
た
地
面
に
埋
も
れ
て
い
る
。
宋
代
の
人
の
題
名
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
判
別
で

き
る
の
は
、
范
陽
の
祖
無
擇
・
上
谷
の
寇
武
仲
及
び
蘇
才
翁
ら
數
人
の
み
で
あ
る
。
柏
の
西
南
に
は
雄
壮

に
聳
え
る
石
碑
が
あ
り
、
四
面
に
彫
ら
れ
た
龍
の
彫
り
物
が
誠
に
精
巧
で
あ
る
。
こ
れ
は
唐
代
の
も
の
で
、

裴
迥
が
文
章
を
撰
述
し
、
徐
浩
が
八
分
体
で
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
東
に
二
里
行
き
、
崇
福
宮
の
遺
蹟
を
通
る
。
こ
こ
は
ま
た
万
寿
宮
と
も
言
う
。
宋
代
に
宰
相
が
業

務
を
行
っ
た
場
所
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
東
に
、
啓
母
石
が
あ
る
。
数
間
の
家
屋
程
の
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
ば
に
、
砥
石
の
よ
う
に

平
ら
な
石
が
あ
る
。

ま
た
東
に
八
里
進
み
、
中
岳
廟
に
帰
り
着
い
て
昼
食
を
取
る
。
こ
こ
で
は
宋
代
元
代
の
石
碑
を
鑑
賞
す

る
。西

に
八
里
で
、
登
封
県
城
に
入
る
。

《

》
会
善
寺
か
ら
少
林
寺
へ

11
（
県
城
を
抜
け
）
西
に
五
里
進
み
、
小
道
を
西
北
に
行
く
。

ま
た
五
里
で
、
会
善
寺
に
入
る
。
「
茶
榜
」
の
碑
が
寺
内
の
西
の
小
屋
に
あ
る
。
元
代
の
刻
で
あ
る
。

そ
の
後
ろ
に
、
壁
の
下
に
倒
れ
て
い
る
石
碑
が
あ
る
。
唐
の
貞
元
年
間
の
「
戒
壇
記
」
で
あ
る
。
汝
州
刺
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史
の
陸
長
源
が
文
章
を
撰
述
し
、
河
南
の
陸
郢
が
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
西
に
戒
壇
の
遺
蹟
が
あ
る
。
残
る
石
材
に
彫
ら
れ
た
彫
刻
は
精
巧
を
極
め
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
地
面
に
遺
棄
さ
れ
い
て
る
。

西
南
に
五
里
行
く
と
、
大
き
な
道
に
出
た
。

ま
た
十
里
で
、
郭
店
に
至
る
。
こ
こ
か
ら
西
南
に
折
れ
れ
ば
、
少
林
寺
へ
の
道
で
あ
る
。

五
里
で
少
林
寺
に
入
る
。
瑞
光
上
人
の
宿
坊
に
泊
ま
る
。

◆
少
林
寺
瑞
光
上
人
の
宿
坊
に
泊
。

【
二
月
二
十
三
日
】

＊
概
要
：
少
室
山
に
登
る
。
最
高
峰
の
南
寨
を
中
心
に
遊
覧
。
こ
の
日
は
晴
天
で
風
景
を
満
喫
す
る
。
下

っ
て
少
林
寺
に
泊
。
訳
注
は
三
部
に
分
け
た
。

■
本
文
の
部

二
十
三
日

雲
氣
倶
盡
。
入
正
殿
、
禮
佛
畢
、
登
南
寨
。
南
寨
者
、
少
室
絶
頂
、
高
與
太
室
等
、
而
峯

巒
峭
拔
。
負
「
九
鼎
蓮
花
」
之
名
。
俯
環
其
後
者
爲
九
乳
峯
。
蜿
蜒
東
接
太
室
。
其
陰
則
少
林
寺
在
焉
。

寺
甚
整
麗
、
庭
中
新
舊
碑
森
列
成
行
、
倶
完
善
。
夾
墀
二
松
、
高
偉
而
整
、
如
有
尺
度
。
少
室
橫
峙
於
前
、

仰
不
能
見
頂
。
遊
者
如
面
牆
而
立
。
輒
謂
少
室
以
遠
勝
。
余
昨
暮
入
寺
、
即
問
少
室
道
、
倶
謂
雪
深
道
絶
、

必
無
往
。
凡
登
山
以
晴
朗
爲
佳
。
余
登
太
室
、
雲
氣
瀰
漫
、
或
以
爲
仙
靈
見
拒
、
不
知
此
山
魁
梧
、
正
須

止
露
半
面
。
若
少
室
工
於
掩
映
、
雖
微
雲
豈
宜
點
滓
。
今
則
霽
甚
、
適
逢
其
會
、
烏
可
阻
也
。
乃
從
寺
南

渡
澗
登
山
。

六
七
里
、
得
二
祖
庵
。
山
至
此
忽
截
然
土
盡
而
石
、
石
崖
下
墜
成
坑
。
坑
半
有
泉
、
突
石
飛
下
、
亦
以

「
珠
簾
」
名
之
。
余
策
杖
獨
前
、
愈
下
愈
不
得
路
、
久
之
乃
達
。
其
巖
雄
拓
不
如
盧
巖
、
而
深
峭
過
之
。

巖
下
深
潭
泓
碧
、
僵
雪
四
積
。
再
上
、
至
煉
丹
臺
。
三
面
孤
懸
、
斜
倚
翠
壁
。
有
亭
曰
小
有
天
、
探
幽
之

屐
、
從
未
有
抵
此
者
。
過
此
皆
從
石
脊
仰
攀
直
躋
、
兩
旁
危
崖
萬
仞
、
石
脊
懸
其
間
、
殆
無
寸
土
。
手
與

足
代
匱
而
後
得
升
。
凡
七
里
、
始
躋
大
峯
。
峯
勢
寬
衍
、
向
之
危
石
、
又
截
然
忽
盡
爲
土
。
從
草
棘
中
莽

莽
南
上
、
約
五
里
、
遂
凌
南
寨
頂
、
屏
翳
之
土
始
盡
。
南
寨
實
少
室
北
頂
、
自
少
林
言
之
、
爲
南
寨
云
。

蓋
其
頂
中
裂
、
橫
界
南
北
。
北
頂
若
展
屏
、
南
頂
列
戟
峙
其
前
、
相
去
僅
尋
丈
、
中
爲
深
崖
、
直
下
如
剖
。

兩
崖
夾
中
、
坑
底
特
起
一
峯
、
高
出
諸
峯
上
、
所
謂
摘
星
臺
也
、
爲
少
室
中
央
。
絶
頂
與
北
崖
離
倚
、
彼

此
斬
絶
不
可
度
。
俯
矚
其
下
、
一
絲
相
屬
。
余
解
衣
從
之
、
登
其
上
、
則
南
頂
之
九
峯
森
立
於
前
、
北
頂

之
半
壁
橫
障
於
後
、
東
西
皆
深
坑
、
俯
不
見
底
、
罡
風
乍
至
、
幾
假
翰
飛
去
。

從
南
寨
東
北
轉
、
下
土
山
、
忽
見
虎
跡
大
如
升
。
草
莽
中
行
五
六
里
、
得
茅
庵
。
擊
石
炊
所
攜
米
爲
粥
、

啜
三
四
碗
、
饑
渴
霍
然
去
。
倩
庵
僧
爲
引
龍
潭
道
。
下
一
峯
、
峯
脊
漸
窄
、
土
石
間
出
、
棘
蔓
翳
之
、
懸

枝
以
行
、
忽
石
削
萬
丈
、
勢
不
可
度
。
轉
而
上
躋
、
望
峯
勢
蜿
蜒
處
趨
下
、
而
石
削
復
如
前
。
往
復
不
啻

數
里
、
乃
迂
過
一
坳
、
又
五
里
而
道
出
、
則
龍
潭
溝
也
。
仰
望
前
迷
路
處
、
危
崖
欹
石
倶
在
萬
仞
峭
壁
上
。

流
泉
噴
薄
其
中
、
崖
石
之
陰
森
嶄
嶻
者
、
倶
散
成
霞
綺
。
峽
夾
澗
轉
、
兩
崖
靜
室
如
蜂
房
燕
壘
。
凡
五
里
、

一
龍
潭
沉
涵
疑
碧
、
深
不
可
規
以
丈
。
又
經
二
龍
潭
、
遂
出
峽
、
宿
少
林
寺
。

■
訳
注
の
部
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［
そ
の
一
］

●
訓
訳

二
十
三
日

雲
氣
倶
に
盡
く
。
正
殿
に
入
り
、
佛
を
禮
し
畢
り
て
、
南
寨
に
登
る
。
南
寨
は
、
少
室
の

つ

絶
頂
に
し
て
、
高
さ
は
太
室
と
等
し
く
し
て
、
峯
巒
峭
拔
す
。
「
九
鼎
蓮
花
」
の
名
を
負
ふ
。
俯
し
て
其

の
後
ろ
を
環
す
る
も
の
は
九
乳
峯
た
り
。
蜿
蜒
と
し
て
東
の
か
た
太
室
に
接
す
。
其
の

陰

に
は
則
ち
少

き
た

林
寺
焉
に
在
り
。

寺
は
甚
だ
整
麗
に
し
て
、
庭
中
に
新
舊
の
碑

森
列
し
て
行
を
成
し
、
倶
に
完
く
善
し
。
墀
を
夾
む
の

二
松
あ
り
、
高
偉
に
し
て
整
な
り
、
尺
度
有
る
が
如
し
。
少
室

前
に
橫
峙
す
、
仰
ぎ
て
頂
を
見
る
能
は

ず
。
遊
ぶ
者

牆
に
面
し
て
立
つ
が
如
し
。
輒
ち
謂
ふ
、
少
室
は
遠
を
以
て
勝
れ
り
と
。

余

昨
暮
に
寺
に
入
る
に
、
即
ち
少
室
の
道
を
問
ふ
に
、
倶
に
「
雪
深
く
道
絶
し
、
必
ず
往
く
こ
と
無

け
ん
」
と
謂
ふ
。
凡
そ
山
に
登
る
は
晴
朗
を
以
て
佳
と
な
す
。
余

太
室
に
登
る
に
、
雲
氣
瀰
漫
せ
り
。

或
ひ
は
以
爲
ら
く
「
仙
靈
に
拒
ま
る
、
此
の
山
の
魁
梧
な
る
を
知
ら
し
め
ず
、
正
に
須
に
半
面
を
露
す

つ
ひ

る
に
止
ま
る
」
と
。
若
し
少
室
の
掩
映
に
工
な
れ
ば
、
微
雲
あ
り
と
雖
も
豈
に
宜
し
く
點
滓
せ
ん
や
。
今

則
ち
霽
る
る
こ
と
甚
し
、
適
々
其
の
會
に
遭
ふ
、
烏
ん
ぞ
阻
む
べ
け
ん
や
。
乃
ち
寺
の
南
よ
り
澗
を
渡

り
て
山
に
登
る
。

●
語
注

○
正
殿

い
わ
ゆ
る
大
雄
宝
殿
か
。
金
の
大
定
九
年
（
一
一
六
九
）
の
創
建
と
伝
え
る
。
明
清
代
に
重
修

さ
れ
た
が
、
民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
に
焼
失
。
長
ら
く
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
四
年
に
至
っ

て
再
建
さ
れ
た
。

○
南
寨

今
は
御
寨
と
い
う
。
金
の
宣
宗
が
か
つ
て
こ
こ
に
軍
を
し
い
た
こ
と
か
ら
「
寨
」
の
名
が
つ
い

た
と
い
う
。
頂
部
分
は
や
や
平
坦
な
地
形
で
、
そ
こ
へ
至
る
に
は
険
要
の
地
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
「
一

夫
当
関
、
万
夫
莫
開
」
と
称
さ
れ
た
。

○
九
鼎
蓮
花

少
室
山
の
頂
が
九
つ
に
裂
け
て
い
る
こ
と
の
表
現
。

○
九
乳
峯

九
つ
の
乳
房
の
よ
う
な
突
起
が
並
ん
で
い
る
こ
と
を
い
う
か
。
少
室
山
の
北
側
の
諸
峯
を
い

う
の
だ
ろ
う
。
現
在
五
乳
峯
と
称
さ
れ
る
山
が
あ
る
が
、
そ
こ
は
少
室
山
か
ら
少
林
寺
を
は
さ
ん
だ
北
側

に
あ
た
る
。

○
森
列

厳
か
に
並
ぶ
、
あ
る
い
は
森
林
の
よ
う
に
並
ぶ
。

○
墀

建
物
の
台
状
の
部
分
。

○
或
以
爲

こ
こ
で
は
自
問
自
答
と
取
っ
た
。
諸
注
は
、
実
際
に
誰
か
他
人
に
こ
う
言
わ
れ
た
と
取
る
が
、

そ
れ
で
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

○
工
於
掩
映

工
は
巧
み
、
優
れ
て
い
る
で
よ
か
ろ
う
。
徐
霞
客
「
游
黄
山
日
記
」
に
「
宛
轉
隨
溪
，
群

峰
環
聳
，
木
石
掩
映
」
と
あ
り
、
「
漢
語
大
詞
典
」
は
「
遮
映
襯
托
（
隠
し
た
り
被
っ
た
り
し
て
、
互
い

に
相
手
を
映
え
さ
せ
る
）
」
と
訳
す
。
少
室
山
自
ら
が
映
え
る
こ
と
に
巧
み
で
あ
る
、
と
解
し
た
。

○
點
滓

汚
れ
を
つ
け
る
こ
と
、
美
を
損
な
う
こ
と
。

●
口
語
訳

［
二
十
三
日
］

《

》
少
林
寺
か
ら
少
室
山
へ

12
雲
も
霧
も
す
べ
て
散
っ
て
消
え
た
。
少
林
寺
の
正
殿
に
入
り
、
仏
を
礼
賛
し
終
え
て
か
ら
南
寨
に
登
る
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こ
と
に
し
た
。
南
寨
は
、
少
室
山
の
絶
頂
で
、
高
さ
は
太
室
山
と
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
が
、
尖
っ
た
峯
が

高
く
抜
き
ん
で
て
い
る
。
「
九
鼎
蓮
花
」
の
名
を
冠
さ
れ
て
い
る
。
少
室
山
の
後
ろ
を
低
く
取
り
巻
く
の

が
九
乳
峯
で
あ
る
。
う
ね
う
ね
と
伸
び
て
東
の
太
室
山
ま
で
続
い
て
い
る
。
そ
の
北
に
少
林
寺
が
あ
る
。

少
林
寺
は
と
て
も
荘
重
秀
麗
で
あ
り
、
庭
院
に
は
新
旧
の
石
碑
が
荘
厳
に
立
ち
並
び
、
全
く
す
ば
ら
し

い
。
台
の
部
分
の
両
側
に
二
本
の
松
が
あ
り
、
高
く
雄
大
に
伸
び
て
い
て
整
っ
て
お
り
、
寸
法
を
測
っ
た

か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
少
室
山
が
目
の
前
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
振
り
仰
い
で
も
頂
上
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
遊
覧
に
来
た
者
は
、
壁
に
向
か
っ
て
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
す
ぐ
に
思
っ

た
「
少
室
山
は
遠
景
こ
そ
勝
る
」
と
。

私
は
昨
晩
少
林
寺
に
着
い
た
と
き
、
す
ぐ
に
少
室
山
へ
の
道
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
誰
も
が
「
雪
が
深
く

道
も
途
絶
え
て
お
り
、
行
く
の
は
よ
く
な
い
」
と
言
っ
た
。
確
か
に
一
般
に
は
、
山
に
登
る
の
は
晴
朗
の

時
が
よ
い
。
し
か
し
私
が
太
室
山
に
登
っ
た
と
き
は
、
雲
や
霧
が
立
ち
こ
め
て
い
た
。
あ
る
い
は
「
山
の

神
が
遊
客
を
拒
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
山
の
雄
偉
高
大
さ
を
知
ら
せ
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
た
だ
山

の
半
面
だ
け
を
見
せ
た
」
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
も
し
も
少
室
山
が
、
そ
の
優
美
さ

を
映
え
さ
せ
る
こ
と
に
優
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
少
々
の
雲
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
美
を
損
な
う
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
し
て
今
は
と
て
も
晴
れ
て
お
り
、
最
高
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
ど
う
し
て
行
く
の

を
阻
め
よ
う
か
。
そ
こ
で
寺
の
南
か
ら
山
澗
を
渡
っ
て
山
に
登
る
。

［
そ
の
二
］

●
訓
訳

六
七
里
に
し
て
、
二
祖
庵
を
得
。
山
は
此
に
至
り
て
忽
ち
截
然
と
し
て
土
盡
き
て
石
な
り
、
石
崖
下
墜

し
て
坑
を
成
す
。
坑
の
半
ば
に
泉
有
り
、
石
を
突
き
て
飛
下
す
、
亦
た
「
珠
簾
」
を
以
て
之
に
名
す
。
余

杖
を
策
き
て
獨
り
前
む
に
、
愈
々
下
る
に
愈
々
路
を
得
ず
、
之
を
久
し
く
し
て
乃
ち
達
す
。
其
の
巖
の

雄
拓
は
盧
巖
に
如
か
ず
、
而
し
て
深
峭
は
之
に
過
ぎ
た
り
。
巖
の
下
は
深
き
潭
の
泓
碧
た
り
て
、
僵
雪
四

積
す
。

再
び
上
り
、
煉
丹
臺
に
至
る
。
三
面
孤
懸
に
し
て
、
斜
に
翠
壁
に
倚
る
。
亭
有
り
、
小
有
天
と
曰
ふ
。

探
幽
の
屐
に
し
て
、
從
り
て
未
だ
此
に
抵
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
此
を
過
ぐ
る
は
皆
な
石
脊
よ
り
仰
ぎ
攀

し
て
直
躋
す
、
兩
旁
は
危
崖
萬
仞
に
し
て
、
石
脊

其
の
間
に
懸
か
る
、
殆
ん
ど
寸
土
無
し
。
手
と
足
と

代
々
匱
し
て
而
る
後
に
升
る
を
得
。

凡
そ
七
里
に
し
て
、
始
め
て
大
峯
を
躋
む
。
峯
勢
は
寬
衍
に
し
て
、
向
の
危
石
、
又

截
然
と
し
て
忽

ち
盡
く
土
と
な
る
。
草
棘
中
の
莽
莽
た
る
よ
り
南
に
上
る
こ
と
約
五
里
に
し
て
、
遂
に
南
寨
の
頂
を
凌
ぐ
。

屏
翳
の
土
始
め
て
盡
く
。

南
寨
は
實
は
少
室
の
北
頂
な
り
、
少
林
よ
り
し
て
之
を
言
へ
ば
、
南
寨
と
な
す
と
云
ふ
。
蓋
し
其
の
頂

は
中
ご
ろ
裂
け
、
南
北
に
橫
界
た
り
。
北
頂
は
展
屏
の
如
く
、
南
頂
は
戟
を
列
し
て
其
の
前
に
峙
す
。
相

ひ
去
る
こ
と
僅
に
尋
丈
の
み
に
し
て
、
中
は
深
崖
と
な
り
、
直
ち
に
下
る
こ
と
剖
く
る
が
如
し
。
兩
崖
夾

の
中
に
、
坑
底
に
特
起
せ
る
一
峯
あ
り
、
諸
峯
の
上
に
高
出
す
、
所
謂
る
摘
星
臺
な
り
。
少
室
の
中
央
た

り
。
絶
頂
は
北
崖
と
離
倚
し
、
彼
此
斬
絶
に
し
て
度
る
べ
か
ら
ず
。
其
の
下
を
俯
矚
す
る
に
、
一
絲
の
相

屬
す
る
の
み
。
余

衣
を
解
き
て
之
に
從
ひ
、
其
の
上
に
登
る
。
則
ち
南
頂
の
九
峯

前
に
森
立
し
、
北

頂
の
半
壁

後
ろ
に
橫
障
し
、
東
西
は
皆
に
深
坑
に
し
て
、
俯
す
る
に
底
を
見
ず
。
罡
風
乍
ち
至
り
、
幾

ん
ど
翰
を
假
り
て
飛
去
せ
ん
と
す
。
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●
語
注

○
二
祖
庵

禅
宗
二
祖
の
慧
可
に
ち
な
む
建
築
物
。
慧
可
は
少
林
寺
で
六
年
間
達
磨
に
学
ん
だ
と
伝
え
ら

れ
る
。
庵
は
少
林
寺
か
ら
西
南
に
四
㌖
の
鉢
盂
峯
上
に
位
置
し
、
明
代
の
創
建
。

○
截
然

明
ら
か
に
、
は
っ
き
り
と
。

○
珠
簾

嵩
山
二
十
景
に
「
珠
簾
飛
瀑
」
が
あ
る
。
少
室
山
の
北
、
二
祖
庵
の
南
に
、
数
十m

も
の
崖

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
一
筋
の
滝
が
流
れ
落
ち
て
い
る
と
い
う
。

○
泓
碧

水
が
清
ら
か
で
青
々
と
し
て
い
る
様
。

○
僵

倒
れ
る
。
こ
こ
で
は
雪
が
積
も
っ
て
い
る
こ
と
か
。

○
煉
丹
臺

煉
魔
台
か
。
二
祖
庵
の
南
に
あ
る
四
角
い
岩
。
慧
可
が
達
磨
に
入
門
を
請
う
た
と
き
、
自
ら

の
左
腕
を
切
断
し
て
、
修
行
へ
の
覚
悟
を
示
し
た
と
い
う
。
養
臂
台
、
経
行
処
、
覓
心
台
な
ど
の
異
称
が

あ
る
。

○
孤
懸

孤
立
、
ま
わ
り
か
ら
孤
絶
し
て
い
る
こ
と
。

○
小
有
天

不
詳
。

○
屐

も
と
靴
。
こ
こ
で
は
足
跡
。

○
從

従
来
、
こ
れ
ま
で
、
の
意
。

○
匱

力
が
尽
き
る
。

○
大
峯

少
室
山
の
主
峯
。

○
摘
星
臺

「
嵩
書
」
に
摘
星
巌
が
あ
り
、「
在
少
室
之
東
、
挺
出
雲
表
、
壁
直
如
岑
樓
之
状
」
と
あ
る
。

○
九
峯

南
の
峯
が
九
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
罡
風

強
い
風
。
道
教
で
は
高
い
と
こ
ろ
で
吹
く
風
。
神
仙
が
そ
れ
に
乗
っ
て
飛
ぶ
。

○
翰

羽
毛
。

●
口
語
訳

《

》
少
室
山
を
登
る
―
二
祖
庵
・
煉
丹
台
・
大
峯
・
南
寨
（
頂
上
）

13
六
七
里
で
、
二
祖
庵
で
あ
る
。
山
は
こ
こ
に
至
っ
て
急
に
す
っ
ぱ
り
と
土
気
が
な
く
な
り
、
石
だ
ら
け

と
な
る
。
石
の
崖
が
下
に
落
ち
込
ん
で
竪
穴
を
成
し
て
い
る
。
竪
穴
の
中
程
に
泉
が
あ
り
、
そ
の
水
が
湧

き
出
し
て
岩
石
を
突
き
破
っ
て
飛
び
、
流
れ
落
ち
て
い
る
。
こ
こ
も
亦
た
「
珠
簾
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。

私
は
た
だ
一
人
で
杖
を
つ
き
な
が
ら
進
ん
だ
が
、
下
れ
ば
下
る
程
道
が
な
く
な
り
、
し
ば
ら
く
し
て
よ
う

や
く
崖
の
底
に
た
ど
り
着
い
た
。
こ
の
岩
の
高
さ
大
き
さ
は
盧
巌
に
は
か
な
わ
な
い
が
、
そ
の
幽
深
さ
険

し
さ
は
こ
ち
ら
の
方
が
勝
っ
て
い
る
。
岩
の
下
に
は
青
々
と
し
た
深
い
淵
が
あ
り
、
そ
の
四
周
に
は
積
雪

が
固
ま
っ
て
い
る
。

再
び
岩
を
登
り
、
煉
丹
台
に
至
る
。
台
の
三
面
は
絶
壁
を
な
し
、
一
面
だ
け
が
青
々
と
し
た
崖
に
よ
り

か
か
っ
て
い
る
。
上
に
亭
が
あ
り
、
小
有
天
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
探
幽
の
客
で
、
こ
こ
に
至
っ
た
も
の
は

誰
一
人
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
先
は
、
石
の
尾
根
上
を
、
振
り
仰
い
で
石
に
か
じ
り
つ
き
真
っ
直
ぐ
に
登
る
。

左
右
両
側
は
万
仞
も
の
切
り
立
っ
た
崖
で
、
そ
の
接
合
部
分
が
尾
根
で
あ
る
が
、
そ
の
幅
は
一
寸
ほ
ど
も

な
い
。
手
の
力
が
尽
き
た
ら
足
を
用
い
、
足
の
力
が
尽
き
た
ら
手
を
用
い
と
、
全
身
の
力
を
振
り
絞
っ
て
、

よ
う
や
く
登
る
こ
と
が
で
き
た
。

七
里
ほ
ど
で
、
よ
う
や
く
大
峯
に
た
ど
り
着
く
。
大
峯
の
地
勢
は
平
ら
で
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
お
り
、
先

ほ
ど
ま
で
険
し
い
岩
が
ご
つ
ご
つ
し
て
い
た
の
が
、
突
然
変
わ
っ
て
一
面
が
土
に
被
わ
れ
て
い
る
。
草
や

荊
が
茫
々
と
生
い
茂
る
中
を
南
に
登
る
こ
と
五
里
ば
か
り
で
、
よ
う
や
く
南
寨
の
頂
に
着
く
。
岩
を
被
っ
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て
い
た
土
も
こ
こ
で
は
全
く
無
く
な
っ
た
。

南
寨
は
実
は
少
室
山
の
北
頂
で
あ
る
。
少
林
寺
か
ら
言
え
ば
、
「
南
の
寨
」
と
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

お
お
よ
そ
そ
の
頂
は
、
中
頃
か
ら
裂
け
て
お
り
、
南
北
二
つ
の
部
分
に
横
ざ
ま
に
断
裂
し
て
い
る
。
北
側

の
頂
は
広
げ
た
屏
風
の
よ
う
で
、
南
側
の
頂
は
矛
戟
を
並
べ
て
対
峙
す
る
か
の
よ
う
。
両
者
の
間
は
八
尺

か
ら
一
丈
ほ
ど
し
か
な
く
、
そ
こ
は
深
い
崖
谷
と
な
っ
て
、
断
ち
切
っ
た
よ
う
に
険
し
い
。
両
側
の
崖
に

挟
ま
れ
た
谷
底
か
ら
、
一
座
の
山
峯
が
突
起
し
て
い
て
、
他
の
諸
峯
か
ら
高
く
抜
き
ん
で
て
い
る
。
こ
れ

が
い
わ
ゆ
る
「
摘
星
台
」
で
あ
る
。
少
室
山
の
ま
さ
に
中
央
で
あ
る
。
そ
の
絶
頂
は
北
側
の
崖
と
つ
か
ず

離
れ
ず
の
形
勢
で
、
両
者
は
断
絶
し
て
い
て
渡
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
絶
頂
の
下
あ
た
り

を
見
下
ろ
し
て
み
る
と
、
糸
一
筋
く
ら
い
で
北
の
崖
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私

は
衣
を
脱
い
で
そ
こ
に
よ
る
こ
と
に
し
、
台
の
絶
頂
に
登
っ
た
。
す
る
と
南
側
の
頂
で
あ
る
九
つ
の
峯
が

目
の
前
に
森
林
の
よ
う
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、
後
ろ
に
は
北
側
の
頂
が
屏
風
の
よ
う
に
横
様
に
広
が
り
、
東

西
は
ど
ち
ら
も
深
い
竪
穴
と
な
っ
て
い
て
見
下
ろ
し
て
も
谷
底
が
見
え
な
い
。
そ
こ
へ
神
仙
が
乗
る
よ
う

な
強
い
風
が
吹
き
寄
せ
て
き
た
が
、
あ
た
か
も
羽
毛
を
借
り
て
飛
び
去
ら
ん
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

［
そ
の
三
］

●
訓
訳

南
寨
よ
り
東
北
に
轉
じ
、
土
山
を
下
る
、
忽
ち
虎
跡
の
大
い
さ
升
の
如
き
を
見
る
。
草
莽
の
中
を
行
く

こ
と
五
六
里
に
し
て
、
茅
を
得
。
石
を
擊
ち
、
攜
し
所
の
米
を
炊
い
で
粥
と
な
す
。
啜
る
こ
と
三
四
碗
に

し
て
、
饑
渴

霍
然
と
し
て
去
る
。
庵
僧
に
龍
潭
に
引
す
る
の
道
た
る
を
倩
ふ
。

一
峯
を
下
る
。
峯
脊
漸
く
窄
く
、
土
石
間
に
出
で
、
棘
蔓
し
て
之
を
翳
ふ
。
枝
に
懸
り
て
以
て
行
く
に
、

忽
ち
石
の
削
ら
る
る
こ
と
萬
丈
に
し
て
、
勢
ひ
度
る
べ
か
ら
ず
。
轉
じ
て
上
り
躋
む
、
峯
勢
の
蜿
蜒
た
る

處
を
望
み
て
趨
り
下
る
に
、
石
の
削
ら
る
る
こ
と
復
た
前
の
如
し
。
往
復
す
る
こ
と
啻
に
數
里
の
み
な

た
だ

ら
ざ
る
に
、
乃
ち
一
坳
を
迂
過
す
。
又

五
里
に
し
て
道
出
づ
、
則
ち
龍
潭
溝
な
り
。
仰
ぎ
て
前
に
迷
路

の
處
を
望
む
に
、
危
崖
欹
石
倶
に
萬
仞
峭
壁
の
上
に
在
り
。
流
泉
其
の
中
に
噴
薄
し
、
崖
石
の
陰
森
嶄
嶻

た
る
者
、
倶
に
散
じ
て
霞
綺
を
成
す
。
峽
は
澗
を
夾
み
て
轉
じ
、
兩
崖
の
靜
室

蜂
房
燕
壘
の
如
し
。
凡

そ
五
里
に
し
て
、
一
龍
潭
の
沉
涵
疑
碧
た
る
あ
り
、
深
き
こ
と
規
る
に
丈
を
以
て
す
べ
か
ら
ず
。
又

二

龍
潭
を
經
、
遂
に
峽
を
出
づ
。
少
林
寺
に
宿
す
。

●
語
注

○
爲
引
龍
潭
道

う
ま
く
読
め
な
い
。
仮
に
右
の
よ
う
に
訳
し
た
。

○
坳

山
の
窪
地
、
平
地
。

○
龍
潭
溝

「
河
南
図
・
登
封
県
」
に
見
え
る
。

○
陰
森

樹
木
が
鬱
蒼
と
茂
る
様
。

○
嶄
嶻

山
が
険
し
い
様
。

○
霞
綺

彩
絹
の
よ
う
に
美
し
く
色
づ
い
た
霞
。
水
滴
が
虹
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
靜
室

清
浄
な
部
屋
。
出
家
者
の
修
行
の
場
。

●
口
語
訳

《

》
少
室
山
を
降
る
―
龍
潭
溝
を
経
て
少
林
寺
へ

14南
寨
か
ら
東
北
に
転
じ
、
土
に
被
わ
れ
た
山
を
下
る
と
、
に
わ
か
に
升
ほ
ど
の
大
き
さ
の
虎
の
足
跡
を
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見
つ
け
た
。
草
ぼ
う
ぼ
う
の
中
を
更
に
五
六
里
い
く
と
、
茅
屋
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
宿
を
借
り
、
火
を
お

こ
し
て
持
参
し
た
米
を
炊
い
て
お
粥
を
作
っ
た
。
三
四
杯
す
す
る
と
、
飢
え
や
渇
き
が
す
っ
と
消
え
去
っ

た
。
庵
の
僧
侶
に
、
龍
潭
へ
至
る
の
道
を
質
問
す
る
。

一
座
の
峯
を
下
る
。
峯
の
背
（
尾
根
）
は
だ
ん
だ
ん
狭
く
な
り
、
土
と
石
と
が
交
互
に
交
じ
り
、
其
の

上
を
荊
が
伸
び
て
被
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
枝
に
手
を
掛
け
な
が
ら
進
ん
で
い
く
と
、
突
然
一
万

丈
も
の
崖
が
出
現
し
、
渡
れ
そ
う
も
な
い
。
そ
こ
で
道
を
転
じ
て
登
っ
て
い
く
。
峯
の
勢
い
が
う
ね
う
ね

と
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
上
げ
な
が
ら
走
り
下
る
と
、
先
の
所
と
同
じ
よ
う
に
石
の
崖
が
削
ら
れ
て
い

る
所
に
出
た
。
行
っ
た
り
来
た
り
を
数
里
以
上
も
繰
り
返
し
、
や
っ
と
窪
地
を
迂
回
で
き
た
。
更
に
五
里

で
道
路
に
出
る
と
、
そ
こ
が
龍
潭
溝
で
あ
る
。
振
り
仰
い
で
、
先
に
道
に
迷
っ
た
所
を
眺
め
て
み
る
と
、

険
し
い
崖
や
斜
め
に
飛
び
出
し
た
石
が
万
仞
ほ
ど
の
切
り
立
っ
た
高
い
障
壁
の
上
に
あ
っ
た
。
清
流
が
其

の
中
か
ら
吹
き
出
し
迫
り
、
鬱
蒼
と
緑
が
茂
る
険
し
い
石
の
壁
に
降
り
注
い
で
、
色
彩
豊
か
な
美
し
い
霞

を
形
成
し
て
い
る
。
峡
谷
は
谷
川
を
挟
み
な
が
ら
曲
が
り
、
両
岸
に
建
つ
僧
侶
や
道
士
の
庵
が
、
蜂
の
巣

や
燕
の
巣
の
よ
う
に
見
え
る
。
お
お
む
ね
五
里
ほ
ど
で
、
深
く
ま
た
緑
の
濃
い
一
龍
潭
が
あ
る
、
そ
の
深

さ
は
丈
の
単
位
で
は
測
り
き
れ
な
い
程
で
あ
る
。
更
に
二
つ
の
龍
潭
を
経
由
し
て
、
よ
う
や
く
峡
谷
を
出

る
。
こ
の
日
も
少
林
寺
に
泊
ま
る
。

◆
少
林
寺
に
泊
。

【
二
月
二
十
四
日
】

＊
概
要
：
少
林
寺
周
辺
の
、
達
磨
大
師
に
関
わ
る
古
跡
な
ど
を
参
観
。
嵩
山
を
出
て
、
西
北
に
轘
轅
関
を

抜
け
て
、
大
屯
に
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
四
日

從
寺
西
北
行
、
過
甘
露
臺
、
又
過
初
祖
庵
。
北
四
里
、
上
五
乳
峯
、
探
初
祖
洞
。
洞
深
二

丈
、
闊
殺
之
。
達
摩
九
年
面
壁
處
也
。
洞
門
下
臨
寺
、
面
對
少
室
。
地
無
泉
、
故
無
棲
者
。
下
至
初
祖
庵
、

庵
中
供
達
摩
影
石
。
石
高
不
及
三
尺
、
白
質
黑
章
、
儼
然
胡
僧
立
像
。
中
殿
六
祖
手
植
柏
、
大
已
三
人
圍
。

碑
言
自
廣
東
置
鉢
中
攜
至
者
。
夾
墀
二
松
亞
少
林
。
少
林
松
柏
倶
修
偉
、
不
似
岳
廟
偃
僕
盤
曲
、
此
松
亦

然
。
下
至
甘
露
臺
。
土
阜
矗
起
、
上
有
藏
經
殿
。
下
臺
歴
殿
三
重
、
碑
碣
散
布
、
目
不
暇
接
。
後
爲
千
佛

殿
、
雄
麗
罕
匹
。
出
飯
瑞
光
上
人
舍
。
策
騎
趨
登
封
道
、
過
轘
轅
嶺
、
宿
大
屯
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
四
日

寺
よ
り
西
北
に
行
き
、
甘
露
臺
を
過
ぎ
、
又

初
祖
庵
を
過
ぐ
。
北
に
四
里
に
し
て
、
五

乳
峯
に
上
り
、
初
祖
洞
を
探
る
。
洞
は
深
さ
二
丈
、
闊
さ
は
之
に
殺
ぐ
。
達
摩
九
年
面
壁
の
處
な
り
。
洞

そ

の
門
は
下

寺
に
臨
み
、
少
室
に
面
對
す
。
地
に
泉
無
し
、
故
に
棲
む
者
無
し
。
下
り
て
初
祖
庵
に
至
る
。

庵
中
に
達
摩
影
石
を
供
す
。
石
は
高
さ
三
尺
に
及
ば
ず
、
白
質
黑
章
に
し
て
、
儼
然
た
る
胡
僧
の
立
像
な

り
。
中
殿
に
六
祖
手
植
の
柏
あ
り
、
大
な
る
こ
と
已
に
三
人
圍
な
り
。
碑
に
言
ふ
、
廣
東
よ
り
鉢
中
に
置

き
て
攜
へ
至
る
者
な
り
と
。
夾
墀
の
二
松
は
少
林
に
亞
ぐ
。
少
林
の
松
柏
は
倶
に
修
偉
に
し
て
、
岳
廟
の

つ

偃
僕
盤
曲
な
る
に
は
似
ず
、
此
の
松
も
亦
た
然
り
。
下
り
て
甘
露
臺
に
至
る
。
土
阜
矗
起
し
、
上
に
藏
經
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殿
有
り
。
臺
を
下
り
殿
の
三
重
な
る
を
歴
す
、
碑
碣
散
布
し
、
目
接
す
る
に
暇
あ
ら
ず
。
後
ろ
は
千
佛
殿

た
り
、
雄
麗
匹
な
る
罕
し
。
出
で
て
瑞
光
上
人
の
舍
に
飯
す
。
騎
を
策
う
ち
て
登
封
の
道
を
趨
り
、
轘
轅

嶺
を
過
ぎ
、
大
屯
に
宿
す
。

●
語
注

○
甘
露
台

寺
の
西
に
あ
る
自
然
の
岩
。
「
少
林
寺
誌
」
に
よ
れ
ば
、
北
魏
の
時
代
に
イ
ン
ド
僧
の
跋
陀

が
こ
こ
で
仏
典
を
漢
訳
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
天
よ
り
甘
露
が
降
っ
て
き
た
の
で
か
く
名
付
け
た
、
と
い
う
。

明
代
に
寺
院
が
造
ら
れ
、
今
一
部
が
残
る
と
い
う
。

○
初
祖
庵

北
宋
時
代
に
達
磨
大
師
を
記
念
し
て
造
ら
れ
た
。

○
五
乳
峯

少
室
山
の
北
麓
に
あ
り
、
五
つ
の
峯
が
聳
え
て
い
る
こ
と
か
ら
の
命
名
。
「
河
南
図
・
登
封

県
」
に
見
え
る
。

○
初
祖
洞

達
磨
面
壁
九
年
を
行
っ
た
と
伝
え
る
洞
。
達
磨
洞
と
も
い
う
。

○
達
磨
影
石

達
磨
の
姿
が
、
映
っ
た
と
い
う
。

○
胡
僧

異
民
族
、
と
り
わ
け
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
あ
た
り
出
身
の
僧
侶
。
達
磨
大
師
が
そ
う
で
あ
っ
た
の
で

か
く
言
う
か
。

○
六
祖

慧
能
（
六
三
八
～
七
一
三
）。

○
夾
墀
二
松

少
林
寺
に
も
同
じ
表
現
が
あ
っ
た
。
少
林
寺
の
も
の
と
の
比
較
で
こ
の
表
現
を
し
て
い
る

の
で
、
こ
れ
は
初
祖
庵
の
松
を
指
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
墀
を
夾
ん
で
二
本
の
松
を
植
え
る
の
は
、
定

式
な
の
だ
ろ
う
か
。

○
蔵
経
殿

い
ま
の
蔵
経
閣
だ
ろ
う
。
法
堂
、
講
堂
と
も
い
う
。
典
籍
や
仏
具
を
保
管
し
、
ま
た
高
僧
に

よ
る
説
法
講
学
が
行
わ
れ
た
。
元
代
の
創
建
。
民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
に
罹
災
し
焼
失
。
一
九
九
二

年
に
再
建
さ
れ
た
。

○
千
仏
殿

毘
盧
閣
と
も
い
う
。
様
々
な
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
明
万
暦
年
間
の
創
建
。

○
轘
轅
嶺

登
封
か
ら
西
北
の
偃
師
県
と
の
境
を
な
す
。
中
岳
八
景
に
「
轘
轅
早
行
」
が
あ
る
。
「
河
南

図
・
登
封
県
」
に
見
え
る
。

○
大
屯

偃
師
県
内
の
小
鎮
。
今
も
同
じ
。
登
封
か
ら
洛
陽
へ
至
る
ル
ー
ト
上
に
位
置
す
る
。

●
口
語
訳

［
二
十
四
日
］

《

》
少
林
寺
西
北
の
名
蹟
―
初
祖
庵
・
初
祖
洞
・
甘
露
台
・
蔵
経
殿

15
少
林
寺
か
ら
西
北
に
行
き
、
甘
露
台
を
通
り
過
ぎ
、
さ
ら
に
初
祖
庵
を
通
り
過
ぎ
る
。
北
に
四
里
で
、

五
乳
峯
に
登
り
、
初
祖
洞
を
探
索
す
る
。
洞
は
深
さ
が
二
丈
、
広
さ
は
そ
れ
よ
り
も
少
し
減
じ
る
。
達
磨

大
師
が
九
年
間
壁
に
向
か
っ
て
座
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
洞
の
門
は
、
下
の
方
で
は
少
林
寺
に
臨
み
、

遠
く
少
室
山
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
泉
水
が
な
い
、
だ
か
ら
今
は
棲
む
人
も
い
な
い
。

下
っ
て
初
祖
庵
に
戻
る
。
庵
の
中
に
達
磨
影
石
が
供
え
て
あ
る
。
石
は
高
さ
は
三
尺
も
な
く
、
表
面
は

白
い
中
に
黒
い
模
様
が
あ
っ
て
、
荘
厳
な
胡
僧
の
立
像
で
あ
る
。
庵
の
中
殿
に
六
祖
が
手
ず
か
ら
植
え
ら

れ
た
柏
が
あ
る
、
そ
の
大
き
さ
は
す
で
に
大
人
三
抱
え
ほ
ど
も
あ
る
。
石
碑
に
よ
れ
ば
、
慧
能
が
鉢
に
入

れ
て
広
東
か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
だ
と
い
う
。
台
を
夾
ん
で
立
つ
二
本
の
松
は
、
少
林
寺
に
於
け
る
そ
れ

に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
少
林
寺
の
松
は
す
べ
て
真
っ
直
ぐ
高
く
伸
び
て
い
て
、
中
岳
廟
の
松
が
倒
れ
傾
い

た
り
、
曲
が
っ
た
り
し
て
い
る
の
と
は
異
な
る
。
こ
こ
初
祖
庵
の
松
も
、
直
立
し
て
い
て
中
岳
廟
の
も
の
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と
は
異
な
る
。

庵
を
下
っ
て
甘
露
台
に
至
る
。
土
の
丘
が
盛
り
上
が
り
、
そ
の
上
に
蔵
経
殿
が
あ
る
。
台
か
ら
降
り
て

三
層
の
殿
宇
を
廻
る
、
碑
刻
が
あ
ち
こ
ち
に
散
在
し
て
い
て
、
見
て
回
る
時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い
で
あ

る
。
そ
の
後
ろ
は
千
仏
殿
で
あ
る
、
そ
の
雄
壮
華
麗
さ
は
比
す
べ
き
も
の
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

殿
を
出
て
、
瑞
光
上
人
の
房
で
昼
食
を
取
る
。

《

》
登
封
を
出
て
西
へ

16
そ
し
て
出
発
し
、
馬
を
急
が
せ
て
登
封
県
か
ら
の
大
道
を
走
る
。

［
河
南
河
南
府
偃
師
県
域
］

轘
轅
嶺
を
通
り
過
ぎ
、
大
屯
で
宿
泊
と
し
た
。

◆
大
屯
に
泊
。

【
二
月
二
十
五
日
】

＊
概
要
：
西
南
に
進
み
、
龍
門
石
窟
を
参
観
。

■
本
文
の
部

二
十
五
日

西
南
行
五
十
里
、
山
岡
忽
斷
。
即
伊
闕
也
。
伊
水
南
來
經
其
下
、
深
可
浮
數
石
舟
。
伊
闕

連
岡
、
東
西
橫
亙
、
水
上
編
木
橋
之
。
渡
而
西
、
崖
更
危
聳
。
一
山
皆
劈
爲
崖
、
滿
崖
鎸
佛
其
上
。
大
洞

數
十
、
高
皆
數
十
丈
。
大
洞
外
峭
崖
直
入
山
頂
、
頂
倶
刊
小
洞
、
洞
倶
刊
佛
其
内
。
雖
尺
寸
之
膚
、
無
不

滿
者
、
望
之
不
可
數
計
。
洞
左
、
泉
自
山
流
下
、
匯
爲
方
池
、
餘
瀉
入
伊
川
。
山
高
不
及
百
丈
、
而
清
流

淙
淙
不
絶
、
爲
此
地
所
難
。
伊
闕
摩
肩
接
轂
、
爲
楚
・
豫
大
道
、
西
北
歴
關
・
陝
。
余
由
此
取
西
嶽
道
去
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
五
日

西
南
に
行
く
こ
と
五
十
里
に
し
て
、
山
岡
忽
ち
斷
つ
。
即
ち
伊
闕
な
り
。
伊
水
の
南
よ
り

來
り
て
其
の
下
を
經
る
、
深
さ
數
石
の
舟
を
浮
か
ぶ
べ
し
。
伊
闕
は
岡
を
連
ね
、
東
西
に
橫
亙
し
て
、
水

上
に
木
を
編
み
て
之
を
橋
と
す
。
渡
り
て
西
す
れ
ば
、
崖
更
に
危
聳
た
り
。
一
山
皆
な
劈
せ
ら
れ
て
崖
と

な
り
、
滿
崖

其
の
上
に
佛
を
鎸
る
。
大
洞
は
數
十
、
高
さ
皆
な
數
十
丈
あ
り
。
大
洞
は
外
は
峭
崖
の
直

ち
に
山
頂
に
入
り
、
頂
は
倶
に
小
洞
を
刊
す
、
洞
は
倶
に
其
の
内
に
佛
を
刊
す
。
尺
寸
の
膚
と
雖
も
、
滿

た
ざ
る
者
無
く
、
之
を
望
む
に
數
計
す
べ
か
ら
ず
。
洞
の
左
に
、
泉
の
山
よ
り
流
れ
下
り
、
匯
し
て
方
池

を
な
し
、
餘
は
瀉
し
て
伊
川
に
入
る
。
山
の
高
さ
は
百
丈
に
及
ば
ず
、
而
し
て
清
流
は
淙
淙
と
し
て
絶
え

ず
、
此
地
の
難
し
と
す
る
所
と
な
る
。
伊
闕

摩
肩
接
轂
し
、
楚
・
豫
の
大
道
と
な
る
、
西
北
し
て
關
・

陝
を
歴
す
。
余

此
よ
り
西
嶽
の
道
を
取
り
て
去
る
。

●
語
注

○
伊
闕

伊
水
ぞ
い
の
闕
の
よ
う
な
山
。
今
の
龍
門
山
。

○
伊
水

伊
河
、
伊
川
と
も
。

○
石

量
の
単
位
。
明
代
で
は
、
お
よ
そ
百
㍑
。

○
摩
肩
接
轂

肩
を
擦
り
、
車
の
軸
を
擦
れ
あ
う
。
人
車
の
往
来
が
激
し
い
様
。
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○
楚

湖
北
省
。

○
豫

河
南
省
。

○
關

関
中
。

○
陝

陝
西
省
。

○
西
岳

華
山
。

●
口
語
訳

［
二
十
五
日
］

《

》
龍
門

17
［
河
南
洛
陽
府
洛
陽
県
域
］

西
南
に
五
十
里
行
く
と
、
山
が
突
然
途
切
れ
た
。
こ
こ
こ
そ
伊
闕
で
あ
る
。
伊
水
が
南
か
ら
流
れ
て
き

て
、
こ
の
下
を
流
れ
る
が
、
水
深
は
数
石
の
穀
物
を
積
ん
だ
船
を
浮
か
べ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
伊
闕
は

山
が
連
な
っ
て
い
る
が
、
東
西
に
横
に
ま
た
が
る
よ
う
に
、
伊
水
の
上
に
木
を
編
ん
だ
橋
を
架
け
て
い
る
。

こ
の
橋
を
渡
る
と
、
崖
が
更
に
険
し
く
聳
え
て
い
る
。
一
座
の
山
が
み
ん
な
削
ら
れ
て
崖
状
に
な
り
、
崖

い
っ
ぱ
い
に
仏
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
大
き
な
洞
は
数
十
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
さ
は
数
十
丈
も
あ
る
。

大
き
な
洞
が
あ
る
外
側
の
崖
壁
は
、
そ
の
ま
ま
頂
上
ま
で
続
い
て
お
り
、
頂
上
付
近
に
も
小
さ
な
洞
が
彫

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
洞
に
、
す
べ
て
仏
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
僅
か
な
表
面
で
も
彫
ら
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
は
無
く
、
眺
め
る
と
と
て
も
数
え
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
洞
が
あ
る
左
側
に
、
山
か
ら
流
れ
落

ち
る
泉
水
が
あ
り
、
貯
ま
っ
て
四
角
い
池
を
な
し
、
あ
ふ
れ
た
水
は
伊
水
に
流
れ
入
る
。
山
の
高
さ
は
百

丈
に
も
及
ば
な
い
の
に
、
清
流
は
さ
ら
さ
ら
と
途
切
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
こ
そ
こ
の
場
所
が
得
難
い

も
の
で
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
伊
闕
の
地
は
、
人
車
の
往
来
の
激
し
い
と
こ
ろ
で
、
湖
北
と
河
南
を
結
ぶ

大
道
に
あ
た
り
、
西
北
に
行
け
ば
関
中
・
陝
西
へ
と
通
じ
る
。
私
は
こ
こ
か
ら
西
岳
へ
の
道
を
取
っ
て
行

く
。

（
終
）

（
訳
注
：
薄
井
俊
二
、
二
○
一
二
年
一
二
月
一
二
日
）
＊

（
加
筆
修
正
：
薄
井
俊
二
、
二
○
二
三
年
五
月
九
日
）

＊
口
語
訳
と
簡
単
な
注
を
「
「
徐
霞
客
遊
記
」
訳
注
稿

名
山
遊
記
（
二
）
―
「
遊
嵩
山
日
記
」
―
」
（
『
埼
玉
大
学
国
語

教
育
論
叢
』
第
十
五
号
、
二
○
一
二
）
に
掲
載
。


